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第一章　日常の終わり












　昼下がりの王都は人で賑わっていた。広場には多くの出店でみせが立ち並び、店を覗く女が品を手に取り、連れの前で顔を綻ばせる。噴水の前では手品師が何もなかった両手に花を溢れさせ、通りでは歌姫が猫や鳥も聴き入る麗しい声を奏で、その前を行き交う男女が肩を寄せ合って足を止める。

　店の呼び込みが、華やいだ笑い声が、楽しげな会話の一端が、王都の美しい街並みを彩っていた。しかし窓から絶えず聞こえてくるそんな喧騒も、リゼットの耳には届かない。彼女に聞こえているのは、石灰の塊が床を擦る音だけだった。

　広場から一本路地を裏に入った場所にある呪術院は、天才と名だたる呪術師エルネストが、これはと見込んだ者を集めて呪術を教えるための施設である。リゼットが今いるのは、その呪術院の一室である。

　湖を臨み、豊かな自然の中で発展したサフォリア王国、王都フォークリア。今でこそ平和そのものであるが、その穏やかな歴史は浅い。自然の中には獰猛な魔物が潜み、またその恵まれた土地を求めて蹂躙せんとする国々も少なくなかった。それに対抗する手段として、サフォリア国王は呪術師の育成にことさら力を入れた。

　呪術の力はそのすべてを才能に依拠し、誰もが持ちうる力ではない。しかしひとたび稀有な才覚を持つ者が現れれば、それは何をも凌ぐ恐るべき力となる。現に、エルネストは齢十三の頃にはすでに、列強の戦士たちや魔物も恐れる呪術師となっていた――。

　リゼットの手の中で、音もなく石灰が砕ける。術と一口に言っても様式は様々だが、陣を用いる際それを描くために使うものは、石灰を固めて形成し、書くのに適した作りになっている。しかしそれすら与えられないリゼットは、すっかりすり減って使えなくなり、誰かが投げ捨てたものを拾い集めるしかなかった。ゆえにすぐに手の中で砕けてしまう。

　ポケットを探り、他にいくつか拾った別の小さな石灰を取り出す。

　本を読むことも、書きつけを見ることもなく、リゼットの手は迷いなく複雑な魔法陣を描き上げていく。そしてやがて立ち上がり、乾いた唇を震わせる。長い呪文を、それもそらで、淀むことなく読み上げる。その声がやがて途切れ、しばしの時間が流れた。陣にも彼女にも何ら変化はなく、風に乗って外の喧騒が流れてくる以外は静か。

　リゼットは肩を落とした。束ね損ねた髪が一房、白く輝きながら頬を滑り落ちる。

「やっぱり駄目ね。間違ってはいないはずなのに……」






　リゼットが呪術使いの修行を始めたのは七つのときで、かれこれ十五年の歳月が経つ。

　リゼットは親を知らない。気がつけば独りで、食べ物を求めて野良猫のように街を徘徊していた。それが彼女の記憶の最初だ。

　幼い頃リゼットは、よく人ならざるものを見た。血のような瞳と白髪のような銀髪を持ち、絶えず虚空に向かってぶつぶつと話しかけているリゼットを、周囲は気味悪がって敬遠した。

　心ない者にひどい目にあわされたことも一度や二度ではない。そのたびにリゼットは、目に映る人ならざるものたちに「そっちに連れていって」と訴えかけた。しかしそのものたちは見ているだけで、決してリゼットに触れることも願いを叶えることもなかったのである。

　やがて傷と飢えで死にかけていたところを役人に保護されたものの、檻に入れられ、足には鎖をかけられて、食事は残飯のみという、人間らしい生活とは程遠い扱いだった。

　しかしそんな彼女の生活は、ある日を境に一変した。

「君には才能がある。私と共に来なさい」

　そう言って彼女を鎖から解き放ったのが、呪術師エルネストであった。

　当時のエルネストが、今のリゼットと同じくらいのときだった。その頃にはすでに国でエルネストの名を知らぬ者はいなかった。どんな恐ろしい魔物も、彼の前ではひれ伏す以外の術を持たず、どんなに複雑な呪いもたちどころに解除し、病にも精通し、彼の術で調合した薬により命を拾った者は数知れない。

　あのとき偶然にもエルネストの目に留まらなければと考えるたび、リゼットは心底神に感謝した。エルネストはリゼットのことを気味悪がらなかったどころか、人ならざるものと会話をするリゼットを「才能だ」と褒め讃えた。

「使い魔や精霊など、人と違う存在は、人とは少しずれた次元に棲むものだ。だから呪術を用いて召喚しない限りは見えない。何もせずとも見える、聞こえるということ自体が、君に力がある何よりの証明だ。リゼット、君は素晴らしい呪術師になる」

　師がくれたその言葉を、リゼットは今でも一字一句違わずに覚えている。たとえこの先どんなに辛いことがあろうと、必ず期待に応えエルネストに恩を返すのだとリゼットは心に誓った。

　それから数年はよかった。幸せな日々だった。エルネストの下で学び、教えられたことはすぐに身につけた。

　呪術の基礎を覚え、理論を理解し、薬について学んだ。簡単なまじない、魔除け、占いなどは朝飯前であった――ごく低級のものではあるが。例えば、弱い魔物を遠ざけたり、明日の大まかな天気を当てたりなど。






　ふと人の気配を感じて、リゼットは回想をやめると、慌てて床を拭き陣を消した。

「ねぇ、リゼット」

　背後から声がかかり、リゼットの肩がびくりと動く。

「……はい」

「こっち見なくていいわ。アンタの目、血みたいで気持ち悪い」

「あ、ごめんなさい」

　振り向くと、妹弟子の一人が目を背けて吐き捨てる。リゼットより六年も遅れてエルネストの弟子になり、リゼットよりも年下であった。そんな彼女の言い様に何も感じないではないが、事実リゼットも自分の緋色の瞳が好きではないから、言い返すことができなかった。それよりも、今呪術を使おうとしていたことに気づかれたかどうかの方が、彼女の頭を占めていた。

「講堂、まだ片づけてないでしょ。もうすぐ師匠がいらっしゃるわ。綺麗に掃除しておいて」

「はい」

　用件だけを告げ、彼女はすぐに立ち去った。何も言われなかったことにほっとする。

　もし呪術を使っているところを見られれば、そんな暇があるなら他の雑用をしろと言われるだろう。

　雑用――主に掃除や買い出し、食事の準備などいろいろある。決してリゼットはそれらが嫌いなわけではないが、呪術師の弟子としてここにいるわけだから、それらだけで一日を終えてしまっては小間使いと変わらない。

　――そう。初めはよかった。何をしても褒められた。師エルネストに継ぐ稀代の呪術師になれると、師匠も他の弟子たちも、リゼット自身も思っていた。慢心していたわけではない。そうすることで拾ってもらった恩を返すのだと思っていた。しかし現実は彼女にとってそう甘くはなかった。

　リゼットがエルネストの弟子となり、三年を数えたくらいだろうか。高等な術に入ると、今まで容易に扱えた術が嘘のように使えなくなった。幼い頃見えていた人でない何かも、いつの間にかまったく見えなくなっていたし、気配すらも感じられなくなっていた。

　スランプの一種だろうと、エルネストはリゼットを慰めた。

「焦る必要はない。たとえ呪術が駄目でも、出ていく必要はないさ。お前は私の娘も同然だ」

　そう言って髪を撫でた師の手のぬくもりを、リゼットは今も忘れられない。

　焦る彼女を、兄弟弟子たちも最初は激励した。少し休めば、また元通りその才能を発揮できるようになると。

　だがさらに二年を数える頃、周囲の態度はあからさまに変化した。低級や中級の術を使うのに数年を要していた見習い弟子たちも、気づけば難しい術を学ぶようになり、やがてリゼットは落ちこぼれの烙印を押された。

　無論のこと、弟子の誰もが才能を開花させたわけではない。途中で脱落し、故郷に帰った者もいなかったわけではない。しかしリゼットには帰る場所がなかった。そして、呪術師として成功し、師匠に恩を返す夢も諦めきれなかった。

　家族がいれば帰れただろう。諦められたなら師のもとを去り、別の仕事を探しただろう。

　しかしどちらもリゼットにはできなかった。リゼットにとってエルネストこそが家族であり、傍を離れることを考えられなかったのである。

　眠れば何度も夢に見た。また昔のように周りから認められ、師に褒められる夢を。今までが悪夢だったのだと安心する夢を。

　重い足を引きずって講堂へと向かう。板に描かれた複雑な陣と、その解説をする文言。床に散らかる石灰。その理論を理解することはできるのに、使うことがどうしてもできない。

　机に放置された石灰の塊を手に取り、ガリガリと床に陣を刻む。

　掃除の手伝いをしてくれる使い魔くらいなら、彼女にも喚よぶことはできる。リゼット一人でも掃除はできるが、せめてそれくらいしていないと、本当にただの小間使いになってしまいそうで恐かったのだ。

「我が前に姿を示せ」

　しかし、呪文を囁いても、陣は応じない。

（嘘……！　使い魔すら呼び出せないなんて！）

　悲鳴が出そうになった口を押さえ、思わずこぼれそうになった涙もこらえる。

「誰か……何でもいいから出てきて！」

　祈るような叫び声と共に。

　今まで何の変化もなかった陣が、妖しく光った。

「よかっ……」

　リゼットのこぼした安堵の言葉は、途中で切れた。

　小さな魔法陣から目を潰すほどの閃光が迸り、思わずリゼットは腕で顔を覆った。彼女の姿も、机も、床も、何もかもを一色に塗りつぶすほどの光。

「な、何……!?」

　何が起こったか見ようとすれど、とても目を開けられなかった。ただ、なんとも言いようのない悪寒がリゼットの全身を駆け巡っていた。

　ようやくリゼットの視界が開けたとき、彼女の前にいたのは『見たことのあるもの』だった。ただし書物の中で。それも呪術の参考書や学術書ではなく、お伽噺の絵本。

　二対の黒い羽根と、長く伸びた爪。髑髏のような面。ぼろぼろの黒衣。

　悪魔。呼ぶなら、それが一番相応しいだろう。

　ヘタリ、とリゼットの体が床の上に崩れ落ちる。

（どうして……!?　使い魔を召喚するような、簡単な術しか使ってないのに……！）

　錯乱した思考は、「どうして、どうして」と繰り返すだけでまったく答えに辿りつかない。

　ぬらりと、黒い爪が眼前に迫る。

　悲鳴が声にならない。

　殺される。

　まとまらなかった思考が『死』の答えに辿りつき、リゼットは咄嗟に宙に印を描いていた。その指先が淡く光る。

　身を守る術。しかし、術と呼ぶにはあまりに稚拙なそれは、リゼットが使うことのできる唯一のまじないであった。――あるはずだった。

　びくりと悪魔の体が震えた、ようにリゼットの瞳には映った。その視界で七色の光が弾ける。そして次の瞬間には、天井まで届く悪魔の体が、机を薙ぎ倒して壁にめりこんでいた。

　何が起こったのか、まったく理解できない。

　過呼吸を起こしたかと思うほどに乱れた息を整えて、リゼットは震える足で立ち上がった。

　とにかく師に伝えなければと、リゼットは考えた。これで悪魔が絶命していればいいが、そのような楽観視はとてもできなかった。何を喚んでしまったのかわからない以上は送り還すこともできず、また方法がわかったところで、できる自信も彼女にはなかった。もつれそうになる足を引きずるように講堂を出ようとしたとき。

　何かが、体に絡みついた。

　ひっ――と、掠れた声が漏れる。助けて、と叫ぼうとしたが、舌が回らず、支離滅裂な言葉が落ちただけだった。

「名は」

　死を覚悟したそのとき、穏やかな声が耳を打った。

　その時に気がついた。腰に回った手に、あの恐ろしい爪はなかった。そして体を締めつけるような苦しさがないことにも同時に気がつく。

　これは、『攻撃』ではなく、『抱擁』だと。

「お前の名は」

　まだ、声が出ない。

「顔を上げろ。人の好くような見目に変えた」

「は……離して……」

　ようやく、喉が震えた。気分を害するのでは、などという思慮を回す余裕もなかった。ただただ恐怖に震えながら絞り出された声に、あっさりとリゼットを抱きかかえていた手は離れた。

　バタバタと、こちらに向かう足音が聞こえたのはそのときだった。

「リゼット！　いったい何を……！」

「師匠!!」

　師の声を聞き、安堵が胸を満たす。どんな悪魔が現れようと、エルネストなら負けるはずがない。そうたちどころに確信できるほど、リゼットにとってエルネストは絶対の存在だった。

　駆け寄ろうとした足がもつれて、リゼットの体が床に転がる。痛みは感じなかった。リゼットにはもう何の不安もなかった。だが――

　髪が軋んだ。頭皮に伝わるひりつくような痛みと共に、リゼットの顔が地面から離れる。エルネストは振り乱れた彼女の長い銀髪を掴んで無理矢理に引きずり起こすと、悪鬼のごとき形相で落ちこぼれの弟子を睨んだ。

「なんてことをしでかした!!」

　そんな風に彼が叫ぶのを、リゼットは未だかつて聞いたことがなかった。

　彼女にわかったのは――

　落ちこぼれの自分を追放することなくずっと傍に置いてくれた彼に、今、見放されたということだ。

「何故なにゆえ悪魔召喚などを行った！　何を売った。血か、魂か？　そうまでして、私を陥れたかったか？」

「違います！　そんなこと、考えたこともありません。私は、私は――」

　――ただただ、認めてほしくて。恩を返したくて。

「その手を放せ」

　涙がリゼットの頬を滑り落ちたとき。

　すべてを凍らせるような冷たい声が場に響いた。その次の瞬間には、エルネストの手はリゼットの髪から離れていた。

「ぐっ……！」

「師匠!!」

　エルネストの苦悶の声を聞いて、リゼットは咄嗟に倒れていた体を起こした。しかし、悪魔に腕を掴まれて駆け寄ることは叶わなかった。唯一自由になるのは声だけで、リゼットが渾身の力で叫ぶ。

「嫌、放して！」

　またもあっさりと掴まれた腕に呆気なく自由が返ってくる。拍子抜けして呆けるリゼットの頬を、骨張った大きな手が覆った。

「痛くなかったか？」

　その手が滑り、エルネストに掴まれていた髪を梳く。顔を上げたリゼットの緋色の瞳が漆黒の瞳を捉えた。先ほど見た悪魔の姿はそこにはなく、リゼットより少し年上くらいの青年がいた。

　濡れたように黒い髪、身につけている古びた黒衣は、しかし、先ほど見た悪魔のまとっていたものと同じだ。

「あなたは……？」

　リゼットが問うと、彼は口の端を少し持ち上げた。皮肉めいた笑みを湛えて、その唇を震わせる。

「自分で喚び出したくせに、それを聞くのか？」

　やはり自分の術が悪魔を呼び寄せたのだと、そのときになってようやく彼女は悟った。それでも信じられない想いの方が、まだ強い。

「俺は――」

　言葉を継げないリゼットを見て、彼女の髪に触れたまま、悪魔が答えを口にしようとする。だがその前に、紅く輝く鎖が彼の首を、足を、手を、見る間に縛りつけた。エルネストの術だ。

「悪魔め、滅してくれる」

　恐らくは、叩きつけられたときに防御の術を張っていたのだろう。

　エルネストが起き上がり、両手をかざす。それと共に、彼の体を紅い光が包み込む。しかし、黒衣の悪魔はその笑みを刻んだ表情をピクリとも動かさなかった。

「お前が？　俺を？」

　驚愕の表情を見せたのは、エルネストの方だった。

「無理だな」

　パキィィン。

　何の前触れもなく、澄んだ音を立てて鎖が千切れる。まだ腕や脚の一部に絡んでいる鎖を意に介することなく悪魔が歩き出す。それと共に、残りの鎖も弾け飛んだ。

　まるで脆い砂糖菓子か何かでできているようなその鎖が、恐ろしいほどの強度であることをリゼットは知っている。また、その鎖に触れただけで弱い魔物ならたちまち死に絶えてしまうことも。

「汚い手で俺の主に触れた罰だ」

　ゆっくりと歩いていたはずの悪魔の姿が、突然に消える。次の瞬間には、彼はエルネストのすぐ前に立っていた。

　ほぼ反射的にエルネストが呪文を唱える。

　光の壁がエルネストと悪魔の間を隔てる。

　だがそれには何の意味もなく。悪魔の指先が触れただけで、光の壁には亀裂が走り、鎖と同じように弾け飛ぶ。

「バカな……!!」

「死ね」

　エルネストの瞳に、髑髏の面が映る。その瞬間、『死の味』というものを彼は経験した。

　死をも超越すると言われたほどの術師の、あまりにも呆気ない死を、駆けつけた弟子も、リゼットも、そしてエルネスト自身も感じていた。

　騒ぎを聞いて場にいた弟子たちは、悲鳴を上げて散り散りに逃げた。もう誰にも、その絶対の死を覆すことはできないと思った。

　ただ一人、リゼットを除いて。

「やめて!!　殺さないで!!」

　先ほどまでのような無我夢中の叫びとは違った。いくばくか落ち着いた彼女の思考は一筋の光明を得ていた。

（彼は、私の敵ではないかもしれない）

　主、と彼は言った。

　召喚したのはリゼットであるとも。そして、「放せ」というリゼットの命に、彼はことごとく従った。

　はたして、悪魔の手はエルネストから離れた。長く伸びた爪も消えて、これまでの恐ろしい姿が嘘のように跡形もなくなった。

　端正な男の顔がリゼットを向く。言うことこそ聞いたものの、その表情は不服そうだった。

「なぜ？」

「その人は……私の師匠なの」

「だが、お前を傷つけた」

「髪を掴んだだけだわ。怪我はしてない。お願い……」

「わかった」

　くるりと悪魔が踵を返す。その刹那の出来事だった。

　彼の胸から紅い刃が覗く。呪術でできた刃だ。

　隙を突いてエルネストが放った術が悪魔の胸を貫いていた。エルネストが狂ったように笑い、リゼットが口元を手で押さえる。

　しかしエルネストの不意打ちなど歯牙にもかけず、まるで何事もなかったと言わんばかりの様子で、青年はリゼットへと歩み寄る。胸を貫いていた刃は塵となって消えた。

「名は？」

　先ほどと同じ問いを投げかけられて、リゼットは口を押さえたまま、まだ震えの残る声で答えた。

「……リゼット」

「リゼット。俺は悪魔オリアスだ。今まで幾千年と時を数えてきたが、俺を打ち倒した術師などいなかった」

　それは何かの間違いだと。喉元まで出かかった言葉をリゼットは飲み込んだ。それが相手に気取られるのは時間の問題だとしても、今知られてしまえば、悪魔は何憚ることなく自分をいたぶり殺すようにリゼットには思われた。

「美しき我が主よ。俺は、我が力のすべてを貴女に捧げよう」

　跪き、唄うように告げる悪魔――オリアスの前にリゼットは畏怖を圧し殺して毅然と立ちはだかった。

　自信も、希望も、あらゆる強さが枯渇したと思い込んでいた自分の中に、そんな強さが残っていることに自分で驚きながら。

「オリアス。私の言うことを聞いてくれますか？」

　声も、震えなかった。

「もちろん。我が主、リゼット」

「誰も傷つけないで」

「主命とあらば」

　また少し、彼が不服そうな顔をしたのをリゼットは見逃さなかった。

「……私と共に来てくれますか？」

　もうここにはいられないことをリゼットは直感していた。リゼットに力がないことを悟られたが最後、悪魔はリゼットを許さないだろう。師にすら御せない、この悪魔の逆鱗に触れたとき。それを想像するだけでもリゼットには恐ろしかった。だからそれをおくびにも出さないように努める。

「もちろん。貴女とならどこまでも」

「では、行きましょう」

　一刻も早く、この場を去る必要があった。

（遠く……できるだけ、遠くへ。師匠に迷惑がかからないように……）

　傍にいたいと願う彼女の意に反して――皮肉なことに、それが彼女にできる師への唯一の恩返しであった。

「リゼット……」

　エルネストがリゼットの名を呻く。リゼットは師に別れを告げようとしたが、声がつかえて出てこなかった。鉛でも詰まっているかのような喉からリゼットが必死に言葉を絞り出そうとしている間に、エルネストが先に声を上げる。

「今まで育ててきた恩を仇で返すか……。しかし覚えておけ。私は師として、必ずお前を討つ」

「師匠……っ」

　少しでも、たとえほんの少しでも別れを惜しんでくれたのなら、リゼットがこの突然の運命の狂いを恨むことはなかったはずだった。

　それでも師を憎むことはできなかった。悪魔を呼び出してしまったことは事実だからだ。たとえ故意でなくとも。

「……今までありがとうございました。さよなら」

　あまりにも短すぎる別れを唇に乗せ、こうして彼女は人生のほとんどを過ごした呪術院を去った。

　涙が止まることなく流れ落ちていく。

　白昼の街中を泣きながら歩く女性と、ひどく容貌の整った青年の二人連れは、否応なく人目についた。遠慮なく突き刺さる好奇の視線に気がついてはいたものの、今のリゼットには目から溢れ出て止まらない雫をどうにかできる術はなかった。

　それでも向かいから慌ただしくやってくる人々、彼らがまとう制服を見てはっとする。

（役人だわ……師匠が呼んだのかもしれない）

　慌ててオリアスの服の裾を引き、路地裏に入る。

「どうした？　リゼット」

　オリアスが不思議そうな声を上げる。もしエルネストが悪魔と自分の風貌を伝えていたなら、リゼットもオリアスも拘束されてしまうに相違なかった。どちらもよくあるような見た目ではない。もしそうなってしまったら、オリアスが何をするかわからないとリゼットは考えた。いつも先ほどのようにうまく止められるとは限らない。

「……さっきから、どうして泣いている」

「師匠に嫌われてしまったから」

　涙を拭いながらリゼットは呟いた。そして、自分で言ったことに愕然としていた。

　口をついた言葉が、エルネストに拾われた恩を返せないでもなく、彼に迷惑をかけたでもなかったからだ。

「私……」

「あの男を愛しているのか？」

　オリアスの揶揄するような声に、さっとリゼットの頬に朱が差す。それは淡い恋心を見抜かれた恥じらいではなく、どちらかというと自分のさもしさを見抜かれたように感じたからであるが。

「そんなんじゃ……ないわ」

「あいつはリゼットを手荒に扱った。俺はそんなことはしない」

　オリアスがリゼットの髪を一房手に取り、そっと口付ける。

「俺の方が愛せる」

　聞こえてきた言葉にリゼットは耳を疑った。

「悪魔なのに？　人を？」

「人より永く生き、ずっと人を見てきた。人よりうまくできる」

「真似事に過ぎないわ……」

「それの何が悪い？」

　まっすぐに見つめてくる漆黒の瞳から、リゼットは目を逸らすことができなかった。そして反論の一つも浮かばなかった。

　真似事ではない愛がどういうものかなど、リゼットも知らない。

　この期に及んで嫌われたことを悲しんでいる自分には、悪魔の囁く愛を否定することなどできないと思った。

（だからといって――）

　受け入れることに抵抗があるのも無理からぬことと思う。

「どうして私なの？　他に優秀な術師などいくらでもいるわ」

　言ってから、しまったと思った。都合のいい誤解を、わざわざ正す必要もない。

　しかしそんなリゼットの危惧は無用であった。

「俺を喚べる人間などそうはいない。しかもあんな粗末な陣で、無理矢理にだ。ましてや俺を吹っ飛ばせる者となると、稀にもいない」

「もしそれが」

　恐る恐る、リゼットは問いかけた。

「ただの偶然だったとしたら？」

「まぐれなんかで俺をどうにかできるか」

　できてしまったのだから仕方ないのだが、それを口にすることもできず。黙り込むリゼットを見下ろして、オリアスが補足する。

「力だけじゃない。それだけなら主従契約を促している」

　すっと、髪から手が離れる。そしてその手が優しくリゼットの顔を包み込む。

「貴女のような美しい人間も初めて見た」

「は……!?」

　思わず、状況も忘れてリゼットは間の抜けた声を上げた。

「わ、私が!?」

　手から逃れようとリゼットが仰け反る。無理に捕らえようとする意志はないようで、するりと手は離れた。

「ああ。髪も目も、肌も」

「嘘よ。髪は老婆のようだと。目は不吉だと」

「人の腐った目など信用するな。髪は月より輝く銀、目は血より紅い赤……世界のどこにもそんな美しい色はない」

　ぐるぐるとリゼットの思考は錯乱を始めた。

　そもそもリゼットはその容姿を不気味だとされてずっと蔑まれてきた。

　だから初めて聞く称賛の言葉は、胸の柔らかいところを優しく撫でる。しかしリゼットはそれに抗った。

（オリアスは私を力の強い術師だと思っている。だから誘惑して油断したところを食う気なんだわ。悪魔の常套手段）

　すう、と息を吸って吐き出す。

「オリアス、お願いがあるの」

「なんなりと、リゼット」

「遠くへ行きたいの。できるだけ遠くへ」

　少し逡巡する様子を見せてから、オリアスは「わかった」とうなずいた。そしてリゼットの体を抱き寄せると、地面を蹴った。

「……!?」

　次の瞬間には、リゼットの体は空の中にあった。風を切る音がうるさく響く。

「だ、駄目よオリアス。目立ちすぎるわ！　撃ち落とされてしまう！」

「俺を？　誰が？」

　オリアスが不敵にうそぶく。そして右手でしっかりとリゼットの体を抱いたまま、左手を少し動かした。その手の中には、今オリアスを貫かんとしていた紅い光でできた矢があった。その手に触れただけで、矢はすぐに塵になる。

（師匠……）

　眼下に広がる住み慣れた街。人の顔までは判別できない高度だが、あの中に、確かにエルネストがいる。

「リゼット、もう泣くな」

（泣かせたのも、私の人生を狂わせたのも、あなたよ）

　そう言いたいのを堪えて、リゼットはオリアスの黒衣を落ちないようしっかりと掴んだ。空を歩くような術などリゼットには使えない。悪魔が気まぐれにこの手を離しただけで、彼女のちっぽけな命は儚く潰える。

　それも悪くないかと思っているのに、手は憎いはずの悪魔を掴む。オリアスは嬉しそうに抱く手に力を込めた。

　悪魔とは思えない、心底嬉しそうな、慈しむような笑顔だった。

（姿だって作りものよ。この顔も……作りもの）

　もう一度だけ故郷フォークリアの美しい街並みを一望してから、リゼットはそれを瞼の裏に焼きつけるように、固く目を閉じた。

　そうして、リゼットとオリアスの逃避行は始まった。

















第二章　食い違う二人












　人通りのない開けた場所に降り立つと、オリアスはバサリと黒い蝙蝠のような羽を仕舞った。ようやく彼の腕から解放されたリゼットは、しっかりと地面を踏みしめ、その感触を両足で確かめた。

「なぜ、直接街まで行かないんだ？」

　そんなリゼットを見下ろして、オリアスが不満げな声をこぼす。

　人目を避け、街のかなり手前で「降ろして」と注文をつけたリゼットへの文句であるが、それを察して、リゼットは彼の含みのある瞳から目を逸らした。

「人目につきたくないの」

「だから、それはなぜだと聞いている」

「なぜって……騒ぎになるからよ。襲われるかもしれない」

「そんなもの、俺がすべて蹴散らしてやる」

　それが嫌なのよ、と言いかけて、リゼットは辛うじてその言葉を飲み込んだ。「なぜ」と問われるのが見えている。

　徒労を覚えてリゼットはその場に座り込んだ。街に着く前にこの悪魔に騒ぎを起こさないよう釘を刺す必要があった。だが、それをどう伝えれば理解してもらえるのかがわからない。ただでさえ話上手ではないリゼットは、それを考えるだけで疲れるのだ。

　とはいえ、いつまでも人目を避けて逃げていれば飢えて死ぬ。今のリゼットには飢えや渇きを癒やす術すらもない。

「とにかく、目立つことはしないで。私は静かなのが好きなの」

「……わかった。ならば従おう」

　意外にも素直な返事がきて、リゼットはほっとした。だがそうしてオリアスが従順に従うにつれ、リゼットの胸は不安に襲われるのだ。

　今までのリゼットは、身近な人物相手にすら自分の要求を口に出したことはあまりないし、ましてやそれが二つ返事で呑まれることもなかった。そんなことがあれば、何か企んでいるのではと無意識に思ってしまう。

　しかし仮にそうであったところで他に選択肢があるわけでもなく、リゼットは上空から見て確認していた街の方へとその重い足を向けた。

　リゼットがオリアスに降ろすよう要求したのには、いくつかの理由があった。

　ある程度王都を離れられたこと。

　これ以上飛べば国境を越えてしまうこと。悪魔と共に上空から隣国に立ち入れば、下手をすれば戦争になりかねない。

　単純に体力や空腹が限界だったこと。

　そしてもう一つ、それらの問題からそろそろ降りねばならないと考え始めた頃、見えた街の規模が小さかったことがある。

　混乱した頭でも、どうにかオリアスの向かう方角と自らの位置を上空から確認していた。王都フォークリアから出たことのないリゼットだが、世界地図は頭の中に入っている。それに間違いがないのなら、見えた街はサンクという名の、比較的規模の小さな街のはずだった。

（だけど、小さな街にしたのは失敗だったかもしれない……）

　リゼットがそれに気がついたのは、街に着いてからすぐのことだった。

　どこにいても視線を感じる。リゼット自身も珍しい髪色をしている上に、長身美形のオリアスはさらに人目を引く。すれ違った者がみな一度は振り返る。

　リゼットは人が少ない方が人目につかないと単純に考えていた。しかし人が少ない分よけいに浮いてしまうのだ。

「目立ちたくないのに……」

「仕方ないな。リゼットが美しいからだ」

「何を言うの。どう見てもあなたの方が見られているわ」

　嫌味かしら、とリゼットはため息と共に吐き出した。だがオリアスの整った顔に含んだものはなく、漆黒の瞳はまっすぐリゼットを映すばかりだ。これにはリゼットも戸惑った。

　力のあるなしを誤解されるのはまだわかる。目に見えるものではないからだ。しかし容姿を勘違いされるのは、リゼットには腑に落ちないものがあった。

（悪魔と人間では美的感覚が違うのかもしれないわ）

　だとしたら、オリアスは自らの容姿の良さを自覚していない可能性がある。

「あなた、他の姿にはなれないの？」

「リゼットはこの姿が嫌いか？」

「好きとか嫌いじゃないわ。綺麗すぎる」

「綺麗……つまり褒めているのか」

　オリアスは少し屈むと、リゼットの顔に自らの顔を寄せた。距離を詰められてリゼットが怯む。

「そっ、そう……じゃなくて。それじゃ困るの」

　オリアスに顔を近づけられて、リゼットはしどろもどろになった。ここまで異性に接近された経験がリゼットにはない。それに加えて、恐ろしいまでに整った顔だ。その美しさには、さして面食いではない女性であったとしても、見惚れることだろう。

　頬を赤らめて顔を逸らすリゼットを見て、オリアスは満足げに笑った。

「このままにする」

　上機嫌で述べるオリアスを見て、完全に出方を間違えたことをリゼットは悟った。薄々リゼットにもわかってはいる。オリアスに言うことを聞かせるには命令すればいい。とは言ってもそれには常に不安がつきまとうし、ずっと虐げられていたリゼットは、自分の優位性を盾に相手を従えることに慣れていなかった。

　しかしそのうち、それよりももっと深刻な欲求が彼女の思考を奪っていった。空腹である。状況的に食事どころではなかったのだが、近くの店から漂うあまりにいい匂いに、きゅう、と腹が物悲しさを訴える。慌てて腹を押さえると、オリアスを見上げた。

「……どうした？」

「いいえ、何でもない」

　それがオリアスに聞こえていなかったことにわずかばかりほっとして、だが、リゼットはそんな自分を叱咤した。

（何を意識してるの……私は。相手は悪魔よ）

　顔を近づけられたとき少し心臓が跳ねた。腹が鳴ったとき、聞かれていないかと心配した。それではまるで恋人の隣にでもいるかのようだ。

　首を振ってそれらの思考を追い払うよう努めると、リゼットは別のことを口にした。

「オリアスは、お腹は空かないの？」

「空く。人の言うそれとは違うかもしれんが、食事はする」

　リゼットを眺め、オリアスが自らの唇を舐める。まるで獲物を眺めるかのような仕草に、身震いした。

「ひ……人を食べるの？」

「まさか。そんな野蛮なことはしない」

「だって私を見て舌なめずりするから」

「美味そうではあると思うが食するわけではない。俺の場合、主に食うのは人の魔力だ。ゆえにリゼットのそばでは腹は空かん」

「それは、私の魔力を食べているということ？」

　これ以上力がなくなっては困るとばかりに、リゼットは質問を重ねた。

「そうだが、食ってなくなるものではない。言っただろう、人の言うそれとは違うと」

　結局のところ、リゼットには悪魔の食事事情について理解することはできなかった。が、人を貪り食うわけではないと知れて、ひとまずほっと息をつく。それからリゼットはポーチを探り、財布の中の銅貨を数えた。

　これまでエルネストの下で、見習い呪術師として仕事をこなして貯めた金だ。近年まったくその仕事ができなかったリゼットの所有する額は、決して多くない。

　逡巡の後、リゼットは店の扉を押した。

（今我慢してもどうせすぐ底をつく。仕事を見つける前に倒れては困る）

　懐事情を考えると、オリアスに食費がかからないのはありがたかった。メニューを眺め、一番安かった野菜のサンドを注文する。ややあって運ばれてきた二切れの野菜サンドに手をかけ、リゼットはまた少し悩んで、一つをオリアスに差し出した。

「人の食事は必要ないと、さっき話したが？」

「だけど、私が独り占めしてるみたいで……」

「そうではないと俺もリゼットも知っている。何か問題が？」

　昼を少し外した店は混んでこそいないが、誰もいないわけではない。しかしオリアスの目にはリゼット以外の人間など映らないようであった。

「問題はないけど……」

「いいから食べろ。人は食べないと死ぬのだろう。もっとたくさん食えばいい」

「そんなに持ち合わせがないの。じゃあ……いただきます」

　どんな状況でも腹は空くものだ。一口食べたら後は止まらず、リゼットは野菜サンドを二切れともあっという間に平らげた。添えられていたわずかばかりの葉物を含めてすべてを胃におさめ終わり、水を喉に流しこむと、すぐに立ち上がった。店に入ってもひっきりなしに感じる視線から早く逃れたかったのだ。

「ご馳走さまでした」

　代金分の銅貨をポーチから出してテーブルに置く。すぐにエプロンをつけた娘がやってきて、その金を回収する。その瞬間、代金を取った娘の手首をオリアスがガシリと掴んだ。ぎょっとしてリゼットが叫び声を上げる。

「な……何をするの、オリアス！」

「この娘がリゼットのものを取った」

「違うわ、お金を払ったのよ」

「なぜその必要がある？　欲しいものは奪えばいい」

　ギリ、とオリアスが掴んだ手に力を込める。娘が痛みにか細い悲鳴を上げ、力を失って開いた彼女の手から銅貨が落ちて音を立てた。異変に気づいた他の客もまたリゼットたちの方を見て、ある者は悲鳴を上げ、ある者は怒声を上げてリゼットたちを非難し、とたんに店の中が騒がしくなる。

「欲しいものはすべて俺が与えてやる」

　そう言ってオリアスが笑う。その笑顔は傲慢な言葉とは裏腹にひどく優しいもので、それが逆に恐ろしくて、寒気を覚えながらもリゼットは必死に叫んだ。

「要らない。やめてオリアス、その手を離して!!」

　反射的にオリアスが手を離し、娘の体が床に崩れ落ちる。

「ごめんなさい！　大丈夫!?」

「ひ……っ」

　駆け寄ったリゼットを娘は恐怖のまなざしで見た。その目つきに、差し出した手を引っ込めて、リゼットはジリジリと後ずさった。

「ごめんなさい……本当に、ごめんなさい！」

　詫びの言葉を繰り返すと、リゼットはオリアスの手を引いて店を飛び出した。

（もうこの街にもいられない……）

　まとわりつく視線が店を出てもリゼットの脳裏を離れなかった。






「リゼット、どこに行く？」

　店を出て、ふらふらと歩くリゼットの背にオリアスが呼びかける。

「違う街よ。あなたのせいでここにもいられなくなった」

「俺が何をした」

「あなたがしたのは略奪よ。私は食事の代金を支払ったの。だからあのお金はお店のものなのよ」

「対価を支払わねばならないのは弱者だからだ。リゼットには必要ない」

「違う。それが人の世の決め事だからよ」

「なぜそれに縛られる必要がある」

　ピタリとリゼットが足を止める。

「欲しいものがあるなら俺が手に入れる。リゼットが望むのなら世界でも」

　立ち止まったリゼットの耳元に唇を寄せ、オリアスが囁く。だがリゼットにとってそれはちっとも魅力的な言葉ではなかった。

「要らないわ……世界なんて」

「ならば何を望む」

「あなたには手に入らないわ。私の欲しいものは」

「……あの男の心か？」

「違う……違う!!」

　駄々っ子のように叫びながら、リゼットが激しくかぶりを振る。

「なら、なぜ泣く」

　叫ぶリゼットの頬は涙に濡れていて、オリアスは両手で彼女の顔を包み込んだ。

「あなたのせいよ。心なんて手に入らなくても、傍にいられるだけでよかったの……！」

　恐れも忘れてリゼットはオリアスを責めた。その双眸からはぼろぼろと大粒の涙が溢れ続けている。オリアスは彼女の頬から手を離すと、その手を泣き続けるリゼットの小さな体に回した。

「泣くな。貴女を傷つけるような男の何がそんなにいいのだ」

「あなたにはわからないわ……」

「ああ、俺には解せん。あいつは貴女をまるで物のように手荒に扱った」

「それは……私が悪魔を召喚したからよ」

「俺は何があってもリゼットを傷つけたりしない」

「……嘘よ」

　優しく抱きしめる腕を払いのけて、リゼットは顔を上げるとオリアスを正面から見上げた。折に触れて彼が見せる優しさが、リゼットには少し煩わしくなりつつあった。

　彼が優しいのは、リゼットに力があると誤解しているからだ。

　――そう思ったとき、唐突にリゼットは気がついた。師が優しかったのも、リゼットに力があると期待していたからだ。

　ぎゅっと唇を血が出るほどに噛みしめて、リゼットはオリアスを睨みつけた。その瞬間、自分の行動によっては殺されるかもしれないという事実すら、彼女の頭の中からはすっかり消え去っていた。

「だったら本当のことを言うわ。私は使い魔一つ満足に喚べないような落ちこぼれの呪術師よ。あなたが言う力なんて私にはないの！」

　終わった――と。一息にしゃべったせいで切れた息を整えながら、リゼットは目を閉じた。真実を知った以上、悪魔はリゼットを許しはしないだろう。

「使い魔が喚べないからと言って何を嘆く。俺を喚べれば充分だろう」

　固く目を閉じ、やがて自分を打ち据えるであろう悪魔の激昂をリゼットは覚悟していた。しかし耳を打ったのは、呆れたようなオリアスの声だった。

　恐る恐る開いたリゼットの紅い瞳に、それを覗き込むオリアスの黒い影が落ちる。

「いいか。今一度言うが、まぐれや偶然で俺は喚べない」

「だって、私は本当に落ちこぼれで……」

「だったらなんだ？　仮にたった一度の運命の悪戯であったとして、貴女は俺を喚び出し従わせた。それは紛れもない事実だろう。ならば誇れ。奪え。望むものが手に入らなくて絶望するなら、そんな世界など壊してしまえばいい」

　まるで愛を囁くような甘い声で、オリアスが言葉を紡ぐ。ふと涙が止まっていることに気がついて、リゼットは目元を押さえた。

　オリアスが言うことは、リゼットにとってあまりにも突拍子もなさすぎて理解が追いつかず、その間に涙も引っ込んでしまった。

　すとん、とリゼットはその場に腰を下ろした。きっと殺されるだろうと覚悟したことが、今さら彼女に震えをもたらしていた。だが、それで吹っ切れた。

「そうね……どうせもう失うものはなくなったんだもの」

　ぼそりと呟いた彼女の声を聞きつけて、オリアスが楽しそうに微笑む。

「世界を滅ぼすか？」

「いえ。あなたが私を殺すまで、生きてもいいかと思ったの」

「ならば、貴女は永遠に生きるな」

　揶揄とも本気ともつかぬオリアスの言葉を聞き流し、リゼットは妙にさっぱりした気分で立ち上がった。涙に湿った頬を風が撫でていくのが心地よく、そのまましばらくリゼットは風を感じた。

　オリアスを信用することはできなかった。奪え、壊せと囁くその様は紛れもなく悪魔だ。悪魔は簡単に人を欺き、惑わす。だがリゼットは知っていた。人も同じだと。

（失うものがなくなったんじゃない。私は初めから何も持っていなかったんだわ）

　オリアスを喚び出してしまったとき、エルネストは一言たりともリゼットの話を聞かなかった。一瞬もリゼットに責がないと信じることはなかった。向けられたのはただただ冷たいリゼットを蔑む瞳だ。

　ふとそれと同種の視線を感じて、リゼットは目深にフードを被った。通行人が立ち止まり、リゼットたちを見ている。小さな街だ。食堂での騒ぎがもう広がっているのかもしれない。

「陽が沈むまでもう少しある。他の街に行くわ」

「かしこまりました、我が主よ」

　冗談めかしてオリアスが腰を折り、恭しく頭を垂れる。その前を横切って、リゼットは歩き出した。

「飛べばすぐだぞ」

「いいえ。歩きたいの」

　振り返って、リゼットは小さく微笑んだ。
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　街道に沿って進みながら、リゼットはオリアスに人間の常識を教えようと奮闘していた。

「いい？　オリアス。次の街に着いたら、絶対に騒ぎを起こさないで」

「従う。だが今までも別に騒ぎを起こすつもりはなかったぞ」

「人を傷つけない、襲わない、奪わない。それから、人はお金を払ってものを得るものなの。覚えて」

「……わかった」

「ありがとう」

　オリアスの顔には不満の色が滲んでいたが、従順にうなずいたのを見て、リゼットは謝辞を口にした。

「礼を言う必要はない。俺はリゼットの命令にはすべて従う。だがリゼットを傷つける者を許すことはできない。主への侮蔑は即ち俺への侮蔑でもある」

「物を得て、対価を支払う。これは対等な関係よ。お金を渡したからといって傷つけられたわけでもなければ、相手がそれを受け取ったからといって私を侮蔑しているわけではないわ」

「ふむ……」

　オリアスは口元に手を当てると、しばらく考えるような素振りを見せた。

「わかった。リゼットがそう言うなら理解するよう努める。だが俺も一つリゼットに要求したい」

「な……何？」

　歩きながらリゼットは身構えた。悪魔からの頼み事など、さぞ恐ろしいことに違いないと考えたのだが、彼が口にした要求はリゼットが思ってもみないものだった。

「そのおどおどした態度はやめろ。人の目を気にしてへつらうな」

　オリアスが足を止め、構えるリゼットに長い指を突きつける。

「リゼットにそうさせる人間がいたら、俺はそいつを壊したくなる」

「それは……困る、けど」

　オリアスが立ち止まったのでリゼットもまた足を止め、そして俯いた。そんなリゼットに近寄ると、オリアスは彼女の顎を掴んでぐいと上を向かせる。

「俯くな。下を向いていいのは人を見下すときだけだ」

　極端なオリアスの物言いに、リゼットは顔を歪めた。

「あなたの価値観を私に押しつけないで」

「それでいい。俺に意見できてなぜ脆弱な人間にはできない」

　リゼットに睨みつけられて、オリアスは嬉しそうに手を離した。意外な対応をされて、リゼットの再び俯きかけた顔が途中で止まる。

「そういう顔も美しい。もっと誇り、傲れ。その方が貴女は魅力的だし、それでこそ俺の主だ」

「……努力するわ」

　オリアスが言うことは極端すぎるが、とリゼットは思う。

「泣いていたって仕方ないものね。これからは一人で生きていかなきゃいけないんだもの」

「一人ではない。俺がいる」

　よけいに不安だという言葉を飲み込んだのは、彼の怒りを買うと思ったからではない。今までのリゼットは、恩を返すという名目でただ師にすがっていただけだった。薄々その自覚はありながらも落ちこぼれに甘んじ、一人では院を出ることもできなかった。

　――オリアスが現れなければ。

「……そうね。ありがとう」

　暮れてゆく陽を受けてリゼットが微笑む。黄昏はリゼットの銀色の髪を橙に染め、赤い瞳をさらに紅く彩ってゆく。オリアスの黒衣に覆われた両腕が、そんな彼女の体を包み込む。突然前触れもなく抱きしめられてリゼットはもがいた。










[image: ]










「ちょっと……！　離して！」

「あまりに美しくて、つい」

　リゼットの要求に従ってオリアスが手を離す。その顔は至って真顔で、これにはリゼットも閉口した。

「突然触るのもやめて」

「努力する」

　先ほどのリゼットの言葉を借りてオリアスが答える。そのときこちらに向かってくる人影に気がついて、リゼットはフードを被った。

「なぜ隠す？」

「もう目立ちたくないの！」

「解せん。だが俺だけが見るというのも悪くない」

「またバカなこと言って……。オリアスの方が目立つのだから、これ以上騒ぎを起こさないでね。お願いよ」

「主命とあらば」

　胸に手を当て、オリアスがニッと笑う。拭えない不安と共に、リゼットは今一度向かいからやってくる人物に視線を当てた。先ほどよりずいぶん近づいて、表情まで見える。その姿にリゼットは違和感を覚えた。

　性別は女。リゼットより一回りほど年上の女だ。旅人にしてはひどく軽装で、ろくな装備も荷物もないのが一目でわかる。リゼットも着の身着のまま王都を出たが、それよりもさらに粗末な身なりだ。

　すれ違ったとき、女はリゼットたちには目もくれなかった。まるで気がついていないようだった。髪はボサボサで、深い隈の中にある瞳は虚ろであった。

　もうすぐ完全に陽も落ちるというのに、彼女はリゼットたちとは逆の方向に向かっていく。その方向で一番近いのは、リゼットとオリアスが騒ぎを起こして出てきたサンクの街だ。そこをリゼットたちは昼過ぎに出て今まで歩いてきたのだから、サンクへと向かうなら途中で確実に夜になる。

　声をかけるかどうか、リゼットは悩んだ。この先にあるサンクの街まではまだかかる、引き返した方がいいと。だがオリアスの存在がそれを迷わせた。

（あんまり人と関わりたくない……）

　リゼットの要求通り、オリアスは大人しかった。これでいいはずだ。人と関われば、また何をきっかけにオリアスが騒ぎを起こすかわからない。だがリゼットの胸に落ちるのは安堵ではなかった。すれ違ってからややあって、ついリゼットは振り返った。すると女は地面に倒れていた。

　それに気がついてしまえばさすがにリゼットには見過ごすことができず、彼女に駆け寄った。

「大丈夫ですか!?」

「……王都まで……行かないと」

「王都!?　無茶です。次の街までだってけっこうかかります。そんな身一つで行ける距離ではありません」

「でも、行かないと……娘が病気なんです。王都にいるエルネストという呪術師なら治せると聞いて……」

　思わぬところで聞いた師の名に、リゼットの手がびくりと震える。まだ忘れるにはあまりに新しい傷だ。その傷に触れられた痛みにリゼットが沈黙していると、彼女の後を追ってきたオリアスが、立ったままリゼットと女を見下ろして一笑した。

「それは運がよかったな。お前の目の前にいるのは、そいつより遥かに力の強い呪術師だ」

「オリアス！」

　何ということを言うのだと、悲鳴のようなリゼットの声を受けても、オリアスは涼しい顔で答える。

「事実だろう」

「違うわ！」

「お願いします!!」

　言い合う二人の会話を割いて、女が叫ぶ。今倒れていたのが嘘だったかのように力のこもった声だった。女はそのまま起き上がると、縋りつくようにリゼットのローブを掴んだ。

「どうかお願いします、娘の病気を治して下さい！　お金ならいくらでも払います！」

「ちょっと待って下さい！　あっ……」

　リゼットの制止も聞かず叫ぶだけ叫ぶと、女は意識を失って倒れた。

「よかったなリゼット。金が手に入るぞ」

「安請け合いしないで！　どんな病気かもわからないのよ！」

「どうせこのまま進めばこいつは死ぬ。それにこの辺りからは魔物の臭いがする」

　闇に沈んでいく街道の先を見つめて、オリアスが呟く。サフォリア国内のすべての街には呪術師の作った結界があるが、街道に出るとその力は弱まる。魔物は基本的には縄張りを出ないが、絶対とは言い切れない。オリアスの視線を追ってリゼットは小さく身震いした。

「オリアス、この人を運んで。もうすぐメロアという街に着くはずだから、そこまで」

「リゼット以外の人間にはあまり触りたくないんだが」

「命令だと言ったら？」

「喜んで」

　即座にオリアスが女を軽々と担ぎ上げる。

　彼の扱い方はなんとなくわかってきたものの、いつかオリアスが自分の誤解に気づいたときにどんなひどい目に遭うかを考えると、やはり気が重いリゼットであった。
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　リゼットたちがメロアの街につく頃には、女は意識を取り戻していた。陽はすっかり落ちていたが、暗闇はオリアスの黒い風貌を覆い隠し、リゼットは内心でそれに感謝した。

　女はアンナと名乗った。彼女はリゼットたちが向かおうとしていて今着いた、このメロアの街から来たと話した。

　娘の容態が悪く、医者に見放され、王都の呪術師しか治せぬと聞いて後先考えずに街を飛び出したのだと自嘲気味に語り、その話が終わる頃には小さな家へと辿りつく。扉を開けた先に見えた粗末なベッドには、年端もいかぬ少女が横たわっていた。

「愚かだな。病人を放って王都まで行ったらその間にどのみち死ぬだろう」

「オリアス、やめて」

　辛辣な言葉を吐くオリアスを、リゼットは短く制した。正論ではあるのだが、衰弱していく娘を見て、まともな思考ではいられなくなったのだろう。

　呪術師は病を治すこともする。まだ体力が残っていれば呪術を掛けるが、すでに衰弱しきった者に対しては呪術で煎じた薬を与える。すがるような目で薬を求める人々を、見習い呪術師としてリゼットは度々目にしてきた。

　いずれも親しい人が死の淵に立たされて、まるで自身も病人のように衰弱していた。正常に思考することができなくなっていたとて、リゼットにはそれを責める気にはなれなかったのである。

「……熱が高いわ。いつからですか？」

「もうすぐ一ヶ月が経ちます。この街でできることは手を尽くしました。衰弱しきって、もう水を飲むことすらやっとです……」

　ならば一刻の猶予もないだろう。少女の小さな体を見下ろして、リゼットは歯噛みした。治せるものなら治したいが。

「呪術師の作る薬ならどんな病も治すと聞いたことがあります。お願いです。どうか……」

　必死様相で訴えるアンナを見て、リゼットの助けたいという思いによけいに拍車がかかる。だがその反面、口から出るのは弱々しい言葉だけだった。

「確かにそうですが……特殊な材料が要るのです」

「何が必要なんですか!?　どんなものでも用意します！」

「……魔物の棲む森にしか咲かない花」

　目を伏せて、淡々とリゼットが答える。とたんにアンナは顔を歪ませ、その場にペタリと崩れ落ちた。それも無理のないことで、アンナに魔物と戦える力があるようには見えないし、その力を持つ花を探すにも、もう時間がなかった。リゼットにもそれがわかっているから言い淀んだのだ。しかしアンナは絶望をその表情に乗せながらも食い下がった。

「それは、本当に魔物の森にしか咲かないのですか？　もしかしたらその辺にもあるかもしれないですよね？　どこかに売っているとか……」

　アンナのすがりつくような声。そして恐らくすがりつくように見られていることを察して、リゼットは目を伏せたまま首を横に振った。

「魔物の棲む森にしか咲かないというのは……魔物が好むからです。ですので人の住む場所からは徹底して排除されてきました。置いておけば魔物を呼ぶので、呪術師でもあまり常備はしません」

　力を失ったようにアンナは頭を落とした。リゼットもまた無力を噛みしめてうなだれていたが、オリアスだけがいつもと変わらぬ顔をして軽い声を上げる。

「取りにいけばいいではないか」

　あまりに軽率なことを言うオリアスに、リゼットは思わず目を剥いた。慌ててアンナに視線を落としたが、蹲って嘆く彼女には幸い今の言葉は届いていないようだった。いくらかほっとした後、リゼットはオリアスの腕を引いて彼女から離れ、小声で彼に囁いた。

「無茶よ、私は魔物と戦うことはできないわ」

「俺がいる」

　こともなく述べるオリアスに、リゼットはきょとんとした。

「手伝って……くれるの？」

「望むなら何でもすると言っている。それに、リゼットは金が欲しい。薬を作れば、その対価として金が得られる。……リゼットが言っていたのはこういうことだろう？」

　片手を掲げてオリアスが得意げに語る。その様や表情はまるで子供のように無邪気で、あまりに彼にそぐわず、リゼットは口元を押さえた。何か可笑しくて顔が綻びかけたのだが、笑うような状況ではない。

　咳払いをしてリゼットは気を引き締めた。思わず気を許しかけたが、オリアスと二人で魔物の森に行くなどとんでもない話だ。

「悪いけど、ためらいなく命を預けられるほどあなたを信用することはできないわ」

「ふむ……いささか心外ではあるが。わかった、ならば人の規律を用いよう。俺は手を貸す。それに対してリゼットが対価を払うというのはどうだ」

　命を預けられるかどうかの解決にはなっていないのだが、気になったのでリゼットは問い返した。

「あなたをお金で雇うということ？」

「金など俺には不要だ。ゆえに体で払ってもらう」

　穏やかではない台詞に、リゼットはやや仰け反りながら再び問いかけた。

「血？　肉？　それとも心臓？」

「色気のない発想だな……命を守る対価に命を要求してどうする」

「じゃあ何？　ま、まさか……」

　さらに後ずさり、リゼットはちらりとアンナの方を気にするように見た。彼女は娘の汗を拭っていてこちらの会話を聞いてはいないようだったが、それでも頭に浮かんだ考えを口にするのは憚られた。そんなリゼットをオリアスはしばらく面白そうに眺めていたが、ややあって口を開く。

「そうだな。俺は悪魔だが鬼ではない。接吻一回でどうだ」

「ば、バカ！　こんなときに変な冗談言わないで」

「これだけ譲歩してなじられるとは思わなかったぞ。仕方ない、逢瀬一回に訂正しよう。場所は魔物の森だ」

　さも残念そうに言うオリアスに、リゼットは聞こえよがしに長いため息をついた。

　結局事態は何ら変わっていないし、問題は何も解決していない。しかし、このやりとりでいくらかは力が抜けたようで、やがてリゼットはうなずいた。

「わかった……行くわ。そしてやれるだけのことをやってみる。でも、もう夜よ。夜は魔物の力が強くなる」

「俺の力もな。どのみち魔物程度に遅れは取らん」

　オリアスは簡単に言うが、夜に魔物の縄張りへ向かうなど自殺行為にも等しいことだ。しかし娘の容態は悠長に朝を待てるものではないのも事実だった。

「……アンナさん。私たちが薬の材料を取ってきます」

　覚悟を決めてリゼットがアンナに声をかけると、彼女は娘から視線を離さないまま答えた。

「もう……間に合いません」

「力を尽くします。もし駄目だったら……そのときは……」

　むぐ、とリゼットの声が途中で呻き声に変わる。彼女の口を片手で押さえながら、オリアスは尊大な様子で胸を反らした。

「俺のリゼットが失敗などするわけがない。安心して待つがいい」

　誰の、と言いたくとも、口が塞がれている。ため息すら吐くこともできず、リゼットは言い様のない疲れを感じていた。






　冷たい夜風が容赦なくリゼットの肌に突き刺さる。それを避けるように、彼女はオリアスの黒衣に身を埋めた。事は一刻を争う。否応なくリゼットはオリアスの翼に頼ることになっていた。

「寒いのか？」

「少し……」

「そうか。ならば次はもっと寒い街へ向かおう」

「どうしてよ」

　くす、とリゼットの耳元でオリアスが小さく笑う。

「寒ければリゼットと密着していられる」

「バカなこと言わないで」

　咄嗟にリゼットは少しでも距離を取ろうと頭を離したが、オリアスは片手で彼女の頭を掴むと自らの胸へと押し戻した。さっきよりも強く抱きしめられて、リゼットの顔が真っ赤になる。辺りは暗いがオリアスの目はそれをしっかりと捉えており、クツクツと笑い続けた。その笑い声を遮るようにして、リゼットが疑問の声を上げる。

「……どこまで行くの？」

「魔物の棲む森と一口に言ってもいろいろある。確実な場所がいいだろう？」

「そうだけど……そんなのわかるの？」

「件の花、覚えがある。……ほら、着いたぞ」

　オリアスが地面に降り立ち、リゼットから手を放す。いつもならすぐに離れるリゼットだったが、今度ばかりは動くことができなかった。

　真夜中の森の奥。月の光さえも届かない暗闇。耳を澄ますまでもなく、あちこちで魔物の唸り声が聞こえる。リゼットの膝が笑い、手は震え、奥歯がガタガタと鳴った。

「寒いのか？」

「ち、がう……」

　震えるせいで声も紡げないリゼットの肩を掴んで、オリアスが抱き寄せる。

「何を恐れる。俺がいれば貴女に傷などつけさせはしない」

　すぐ間近で咆哮が上がる。リゼットの目には暗闇でその詳細な姿は見えなかったが、赤く光る双眸と、頬に飛んだ生温い水滴だけで腰が抜けるには充分だった。

「リゼット、この花ではないか？」

「暗くて……見えないわ……」

「ならば灯りを出せばいい」

　こともなげに言われ、リゼットは震える歯を食いしばった。ひっきりなしに魔物の吠える声がする。リゼットは目を閉じ、情けなくオリアスにしがみつくことしかできなかった。

「解せんな。俺が傍にいて、なぜ魔物などをそんなに恐れる」

　魔物の断末魔、骨がひしゃげる音が絶え間なく聞こえる。それを縫って聞こえるオリアスの声に、リゼットははっとして目を開けた。

　恐らく今、向かってくる魔物をオリアスは造作もなく蹴散らしている。

　それほどの悪魔をリゼットは騙して従えているのだ。オリアスの言う通り、有象無象の魔物を恐れるなど今さらのことだと思い直した。

　暗闇の中でリゼットの震える指先が宙に印を描く。

「灯りよ、出でよ」

　リゼットが描いた軌跡が仄かに光る。最初こそ微かだった光は、徐々に強まって辺りを照らした。

　魔物の姿がリゼットの作った灯りに照らし出される。長い被毛に覆われたそれは一見すれば獣のようだが、大きく開けられた口は裂け、その牙は獣の大きさを遥かに上回る。そこからボタボタと涎を垂らす様は、凄惨なものではあったけれど。

「確かに……最初に見たあなたの姿の方が恐ろしかったわ」

「それは光栄だが、二度と見せないようにしよう。嫌われたくないのでな」

　軽口を叩いて、寄ってくる魔物をオリアスが無造作に蹴り飛ばす。だが、依然として襲いくる魔物の数は減らず、リゼットはふと訝った。

　これだけオリアスが返り討ちにしているというのに、魔物の攻撃が止むことはない。落ち着いて周りを見回せば、オリアスにやられて倒れていた魔物も、すぐに息を吹き返して立ち上がっている。

「オリアス、とどめは刺せないの？」

「知らんのか？　魔物は物理的な攻撃だけでは殺せない」

「知っているわ。でもあなたの悪魔としての力は、それだけじゃないでしょう？」

「もちろん。それを使いたければリゼットが呪術で俺を使役すればいい」

「そんなの――」

　リゼットの灯りの中で、オリアスは彼女を見下ろした。そのときできた一瞬の隙をついて、彼の肩口に魔物が牙を立てる。

「オリアス!!」

　さっとリゼットは青ざめた。そしてさきほど「無理だ」と言いかけた唇をきゅっと引き結ぶ。足元に落ちていた木の枝を地面に突き立て、それでガリガリと土を削って陣を描く。複雑な模様の陣を、リゼットは一度も迷うことなく見る間に書き上げた。枝を投げ捨て、リゼットの白い手が複雑な印を結ぶ。

　使うことができなくとも、リゼットは呪術院で保有している書物はすべてに目を通し、あらゆる術、そしてそれに必要な陣や呪文を暗記していた。だからといって悪魔を従える方法を記したものがあったわけではないが、そこは召喚の術を応用する。

　自らと召喚した者を関連付けるための魔法陣と、簡易的な契約の呪文をリゼットが唇に乗せる。もう声は震えていなかった。

「我が名はリゼット！　陣と印がむすぶ契約により、我リゼットが汝オリアスに力の行使を命ずる。問う、汝の力は！」

「破壊と混沌」

　呪文の中の問いかけに、彼の肩に食らいついている魔物はグルグルと激しく唸りながら牙を剥き、さらにそれを深く食い込ませようと力を込めた。それにもかかわらず、涼しい声でオリアスが応じる。

　普段のリゼットならばオリアスの答えに慄いていたかもしれない。だが今はそうするような余裕も彼女にはなかった。

「汝が破壊と混沌の力を以て、我に仇なす者に終焉を齎もたらせ！」

　リゼットが描いた魔法陣と同じものがオリアスの足元に紅い光となって現れる。その中でオリアスがにたりと妖艶な笑みを浮かべ、ゆっくりと手を挙げる。ギャウン、と叫んで、彼に食らいついていた魔物が地面に落ちた。その間にも魔物が彼に飛びかかるが、陣の光に触れただけでその体は塵になって消えた。

「消えろ」

　一言オリアスが吐き捨てると、次の瞬間には掲げた手から放たれた赤い閃光が、群がる魔物たちを一瞬のうちに貫いた。虚空に舞う大量の塵が、夜風に溶けていく。後に残ったのは静寂だけだ。

　魔物の気配が完全に消えたことを確認すると、足で地面をならして陣を消し、リゼットはオリアスに駆け寄った。

「オリアス！　怪我……」

　リゼットは背伸びして、先ほど魔物が噛みついていた彼の肩に灯りを寄せた。しかしそこには傷痕などなく。

「あの程度の魔物では、俺を傷つけることなどできん」

「……よかった……」

　そう呟いてから、はっとしてリゼットはオリアスから手を離した。

（私、なに悪魔の心配なんかして……）

　何か考えての行動ではないからこそ、リゼットは自分が発した言葉に驚いていた。

「心配してくれるのは嬉しいが、俺がやられると思われていたのは嬉しくないな」

「心配なんてしてないわ……！」

　顔を背けて叫びながら、リゼットは灯りを移動させた。この暗闇の中でも開いている花びらを見つけて、そこに灯りを近づける。花弁の数、葉の形状、どれもリゼットが思うものと変わらなかった。花へと近づき、傷めず根本から掘り起こすためにリゼットは花の周りの土を掻こうとした。その手をオリアスが掴んで止める。

「何？　根の成分も術の構成に必要なものなの。急がないとまた魔物が……」

「リゼットの手が汚れるだろう。そこをどけ、俺がする」

「土で汚れるくらい」

「リゼットの美しい手に泥は似合わない」

　およそかけられた類のない言葉は、リゼットにはふざけているようにしか取れないのだけれど。ぐいと肩を引かれて、仕方なくリゼットは立ち上がった。オリアスのことだから花を折ってしまうのではないかと危惧したが、意外と丁寧に土を除いていく。その姿を見て、オリアスの方が余程似合わないとリゼットはクスリと笑った。

「何を笑っている？」

　掘り起こした花をリゼットに手渡し、オリアスは怪訝な顔をした。それには答えず、リゼットは受け取った花をポーチに仕舞った。

「……花も無事手に入ったし、街まで急ぎましょう。お願い、オリアス」

「喜んで、我が主よ」

　オリアスが手を差し伸べ、リゼットがそれを掴む。身を寄せたリゼットを抱き上げて、オリアスが黒い翼を羽ばたかせる。

　オリアスの腕に抱かれて夜空へと舞い上がりながら、リゼットはそうして彼に身を任せることにも、もう抵抗がなくなっていた。






　薬草から薬を作るには、通常煎じるのに時間がかかる。だが呪術を用いる場合にはその限りではない。

　リゼットはポーチから取り出した石灰で、机の上に置いた紙に陣を描くと、その中央に今取ってきたばかりの花を置いた。

（うまくいきますように……）

　祈りを込めて手を組む。その手に、オリアスのそれが重なる。

「大丈夫だ。うまくいく」

「オリアス……」

「俺の主が失敗などするわけがない」

　オリアスの不敵な笑みを見ていると、リゼットもうまくいくような気がしてきた。

「……オリアス、さっき……」

　リゼットの小さな呟きに、オリアスは漆黒の瞳を彼女に向けた。

「いえ……なんでもない」

　小さく首を横に振ると、リゼットは言いかけた言葉を引っ込めた。

（オリアスはどうして私に魔物を倒させたのかしら）

　オリアスを召喚したとき、彼は自分の力だけでエルネストの術に対抗していた。呼び出したものを使役するため主従契約を結んでいるのなら、主の許可なく勝手に力を使えない場合がある。だがリゼットはオリアスと主従契約を結んでいないし、オリアスが勝手に主と呼んでいるだけだ。

（……今は術に集中しなきゃ）

　今まで考えていたことを頭の外に押し出すと、リゼットは魔法陣に手をかざし、呪文を唱えた。

　陣が淡く光り、ふわりと草がその光をまとって浮かび上がる。見る間に花は水気を失って干からび、光ったまま、サラサラと粉になっていく。そして陣が描かれた紙の上に積もった。

　リゼットはそれを用意していた水の入った小瓶に流し入れた。水は一瞬だけ光を放ったがすぐに消えた。

「これを」

　額の汗を拭いながら、リゼットがその小瓶をアンナに渡す。

　娘に薬を摂取できるだけの体力が残っているかだけが不安だったが、小さな咽がこくりと鳴るのを見て、リゼットはほっと胸を撫で下ろした。

「熱は朝までに落ち着くはずです」

「あ……ありがとうございます、呪術師さま！　なんとお礼を言ったらいいか……」

「それはまだ早いです。朝になったら……また来ます……」

　そう話しながら、ふうっとリゼットの意識は遠のいた。倒れるリゼットの体をオリアスが受け止める。

「呪術師さま！」

「疲れただろう。寝床を貸せ」

「わ……わかりました。すぐに用意します」

　オリアスの鋭い眼光にアンナはわずかばかり怯んだが、すぐに隣の部屋へと駆け込むと、ややあってオリアスを招いた。リゼットを抱き上げ、用意された布団の上にリゼットの体を横たえる。

「あの、あなたの布団はどちらに用意しましょうか？」

「不要だ。俺は人間ではないから眠る必要はない……おっと」

　答えてしまってから、オリアスはふと自分の口を押さえた。

　騒ぎを起こすなとリゼットに散々言われている。悪魔だとバレたら目の前の人間が騒ぐかもしれない。しかしオリアスの危惧に反して、アンナは「そうですか」と答えただけだった。

「今のは忘れてくれ」

「わかりました。そう仰るなら」

「……恐ろしくはないのか？」

　それはそれで面白くないものを感じながら、オリアスは問うてみた。アンナは少し伏し目がちにオリアスを見上げ、ついで眠るリゼットを見た。

「娘を救ってくれないなら私にとっては天使も悪魔ですし、救ってくれるのならどれだけ邪悪な悪魔だとしても、私には神です」

「利己的な人間らしい。だがわかり易くていい」

　ぺこ、と頭を下げて、アンナが部屋を出ていく。

「……あいつより余程な」

　呟いて、オリアスはリゼットの傍らに膝をついた。その拍子にリゼットがうっすらと目を開く。

「オリアス……私……」

「眠れ。疲れているだろう。今日はいろいろあった」

　リゼットの銀色の髪を撫でて、オリアスが囁く。うとうとと、リゼットが微睡む。

「……どうして、オリアスは私に優しくしてくれるの……」

「貴女に惚れているからだ」

「そんなの……嘘……よ……」

　そのまま、再びリゼットの瞳は閉じていった。

「解せんな。手を上げた男を信じたがって執着するくせに、俺の何が駄目だと言うんだ。まったくもってわからん」

　目覚めたわけではないが、まるでオリアスの不平から耳を背けるようにリゼットが寝返りを打つ。それによってずれた毛布を掛け直しながら、オリアスはいじけたように小さく鼻を鳴らした。






　一夜明けると娘の熱は下がっており、アンナは何度もリゼットとオリアスに礼を言った。家を見る限り裕福そうではないアンナから礼金を受け取ることを、最初リゼットは拒んだ。が、アンナがどうしてもと食い下がったのとオリアスに怪訝そうに見られるので、最終的には受け取った。

「リゼットは金を払うことが決まりだと言った。なのになぜ受け取るのを拒む」

「それは……その。今度のことはほとんど私の力ではないわ。オリアスがいたからよ」

「ならば俺が受け取ればよかったのか？」

「拒んだのは、それが理由ではないけど……」

　目の前のサラダを突きながら、リゼットは言葉を濁した。

　街の食堂で二人は遅めの昼食を取っていた。少し懐が暖まったこともあり、リゼットはオリアスの分も注文していた。一人で食べているのが恥ずかしいのもあるのだが、それを言えばオリアスはまた怒るだろう。

　だから「一緒に食事がしたい」と言うと、単純にオリアスは喜んだ。

　人のマナーに則った食事ができるのかという一抹の不安はあったが、リゼットが適当に注文した肉料理を、彼はフォークとナイフで器用に切り分けて食べた。その手つきに危うさはない。

「大体、リゼットの力ではないというのはどういうことだ。リゼットに薬の知識があったからこそ俺はそれを取りにいくことができたし、作ったのもリゼットだろう。そして魔物を倒したのもリゼットだ」

「魔物を倒したのはオリアスでしょう。オリアスがいなければ花は手に入らなかったし、材料がなければ私にもどうしようもなかった。それに……」

　薬を作ることができたのも、オリアスが傍にいたからという気がする。添えられた手は、悪魔なのに温かかった。リゼットがそう感じただけかもしれないが。

「力を持つものを召喚して戦わせるのも呪術師の力ではないか」

「それは……そうかもしれないけれど。もしかして、そのために私に術を使わせたの？」

　ふと思い当たって、リゼットはそう問いかけてみた。するとオリアスは得意げに答えた。

「ふっ、俺はちゃんと理解したぞ。一方が望むものを提供し、もう一方が対価を支払うのが人の世の決まり事なのだろう？　その両者の取り決めに俺が介入すれば仕組みが崩れるだろうが」

「いちがいにそうとも言い切れないけど……理解しようとしてくれて嬉しいわ」

「俺も嬉しい。リゼットが喜んでくれて」

　オリアスが微笑む。その笑みがあまりに優しくて、リゼットは頬を染めて俯いた。ことさら嬉しそうに笑いながらオリアスが肉を頬張る。そうしていると、まるで人間そのものだった。

　一緒に食事をしたいというのは、周囲の目を気にしたリゼットの方便だ。それでも、誰かとこんな風に談笑しながら食事をしたことがないリゼットにとって、この時間は決して苦痛などではなく、むしろその逆だと言えた。

「変ね……嘘偽りだとわかっていても、少し楽しい」

「変か？　別に偽りのつもりなどないが……仮にそうだとして、リゼットは苦痛を伴うものであったとしても真実の方がいいということか？」

　含んだ水を飲み込み、リゼットが沈黙する。問いかけに、すぐに答えることはできなかった。

　オリアスはしばしばリゼットが考え及ばないようなことを口にする。そのたびにリゼットは混乱してしまうのだが、水を飲み終わる頃には答えに辿りつく。

「……偽りの快楽は、いつか真実の苦痛へと変わるわ」

「偽りの快楽には意味がないか？　ならばリゼットの言う真実は永久不変のものなのだろうが、そんなものがどこにある？　いつか変わるものに意味がないと言うなら、最初から快楽などない苦痛の方を貴女は選ぶのか？」

　畳みかけるように問われ、今度こそリゼットは返す言葉を失った。

「まどろっこしい。偽りであれ真実であれ、楽しいならば楽しめばいいではないか」

　食事をすべて平らげると、フォークとナイフを皿の上に置き、オリアスがふんぞり返って足を組む。

「そう……かもしれないわね」

　彼の言を否定するだけの説得力を持つ言葉が浮かばず、リゼットは思考を放棄した。そして目の前の食事にありつくことに意識を向けると、思考は別のことへと移っていった。

「とりあえず、数日分の宿代と食事代は得られたけど……先を考えると心許ないのに変わりはないわ。これからどうしようかしら……」

「結局悩むんだな」

　呆れたようなオリアスの言い様に「現実的だと言って」と苦言を呈し、食事を終えて手を組み合わせる。

「何の祈りか知らんが、神が貴女に何をした。俺の方が……」

「神というわけではなくて、糧となったものへの感謝よ」

　妙な嫉妬をするオリアスにリゼットが苦笑していると、ふと近くに気配を感じた。

「……銀色の髪と、赤い目」

　ローブの裾が引かれ、呟かれた言葉にリゼットはドキリとした。散々蔑まれてきた色だけに、口にされると心がしくりと痛む。

　しかし恐る恐るそちらを見れば、立っていたのはまだ十かそこらの少女だった。熱に浮かされていた少女と同じくらいの年頃である。茶色の髪を二つに束ね、赤いワンピースをまとった少女は、リゼットを見上げておずおずと問いかけた。

「お姉ちゃんが、ノーラちゃんの病気を治したお姉ちゃん？」

　名前には聞き覚えがなかったが、病気を治したことには心当たりがあるので、リゼットは曖昧にうなずいた。

「ええ……たぶん。ノーラちゃんというのがアンナさんの娘さんなら」

「うん、そう。あの子、あたしの友達なの。お礼を言いたくて」

「そうだったの。早く元気になるといいわね」

　熱が下がっても、すぐに動けるわけではない。遊べるようになるまではまだ時間がかかるだろう。そう言ってリゼットが笑うと、少女ははにかんだ笑みを見せた。

「あたし、お姉ちゃんにお願いがあるの。また病気になったときのために、あたしにもお薬を作ってほしいの。これで足りる？」

　おずおずと少女が手の平に乗せた銅貨を見せる。それは一般的な子供のお小遣い程度のもので、オリアスは顔をしかめた。

「その程度で足りるか」

「オリアス」

　脅えたように少女が手を引っ込めて、リゼットが短くオリアスを窘める。

　オリアスの協力さえあれば薬を作ることはできるが、とリゼットは思案した。だがあの薬は万能薬というわけではないし、健康な者が飲めば毒にもなる。子供に渡せるようなものではない。それに、あまりに安価で売ってしまえば次々に求める者が現れ、値崩れが起きるだろう。そうなれば王都の呪術師に――ひいてはエルネストに目をつけられかねないという懸念もあった。

「あのね、あのお薬は使い方によっては危険だから、あなたにはあげられないの。でも、代わりにお守りを作ってあげるわ。魔物除けにもなって、健康を助けるお守りよ」

「ほんと!?」

　素直に少女は顔を輝かせた。再び差し出された銅貨を、リゼットは一枚だけつまんだ。

「それだけでいいのか？」

「いいの。オリアス、私ここで呪術師として仕事をして生きていくことにする」

　銅貨を握りしめ、リゼットが微笑む。その笑顔を見つめながら、オリアスは目を伏せると「そうか」と呟いた。

「……でも、一人では自信がないの。だからオリアス……手伝ってほしい」

　オリアスが伏せていた目を開く。その一点の光もない漆黒の瞳をまっすぐにリゼットへと向け、彼は再び優しく微笑んだ。

「主命とあらば、喜んで」

















第五章　隣国からの依頼












　鳥のさえずりに、ふとリゼットは目を覚ました。まだ意識は半分夢の中だったが、視線を感じて重い瞼を持ち上げる。そして、がばりと跳ね起きた。

「う、嘘！　もう朝!?」

「もうすぐ昼だ。よく寝ていたな」

　間近で聞こえたオリアスの声に、リゼットは蒼白になった。

「どうして起こしてくれなかったの!?　今日までの依頼があるの知っていたでしょ!?」

　――リゼットがここメロアの街で仕事を始めて二ヶ月が経つ。

　宿の一部屋を借り、薬やお守りを作って細々と暮らしている。呪術師というよりは雑貨屋の仕事に近かったが、それでもリゼットは充実していた。彼女の丁寧な仕事は評判を呼んで、依頼も順調に入ってきていた。

「さて……人間同士の約束事など俺は知らんな。それより」

　リゼットが距離を取ろうとするのにかまわず、オリアスはリゼットの銀色の髪に手を差し入れた。

「しばらくろくに眠っていなかっただろう。人間には睡眠が必要なのでは？」

「人間に詳しいのか詳しくないのかどっちなの」

　リゼットはオリアスの手を掴むと髪から引き離すように押し返した。オリアスにとって特にどうという力ではなかったが、彼は素直に手を離すと、くくっと楽しそうに喉を鳴らした。

「つれないな。だが前のように委縮した態度よりずっといい。怒った顔も美しい」

「またそういうことを」

「寝顔は可愛いらしかったが」

　今度こそリゼットが真っ赤になって言葉を失う。それを見てオリアスは満足そうに笑うと、話を戻した。

「……それはそうと、急いでいるのでは？」

「そ、そうだったわ。必要なものさえ揃えば間に合うと思うのだけど、今はちょうどいろいろ切らしていて」

「必要なものとはなんだ？」

「ええと……今回のお守りの核になる水晶。それと純度の高い水があれば、あとは他の依頼の残りでしのげそう」

　最初に準備しておいた材料も底を尽き始め、このところは足りないものをその都度探しにでかけていた。睡眠不足だったのは、そのせいで仕事が夜までずれこんでいたからである。

　水晶も高純度の水もこの近くでは入手できないものだ。

「オリアス、お願い。急いで私を水晶が採れる場所まで連れていっ……」

　リゼットの言葉が終わらないうちに、オリアスは彼女の鼻先に手を突きつけた。その手にあるものを見てリゼットは唖然とした。それはリゼットが今しがた口にした、水晶と水の入った瓶だった。

「どうして……」

「惚れてくれたか？」

　オリアスがニヤリと笑うと、リゼットは半眼になってその手から材料をもぎ取った。苦笑してオリアスが声を上げる。

「俺は悪魔だ。呪術にはそれなりに詳しい」

「だけど、こんな初歩のお守りなんて悪魔には関係のないものでしょう？」

「それでも力を秘めるものの区別くらいつく。それに、ずっと貴女を見ていたからな。嫌でもわかるさ」

　だからあえて寝かせておいてくれたのだと、ようやくリゼットは察した。それなら最初から言ってくれればいいのに、という文句も出かかったが、それを呑み込んでリゼットは頭を下げた。

「……ありがとう。ごめんなさい、せっかく採りにいってくれたのに冷たくして」

　きまりが悪そうに謝るリゼットを、オリアスはしばし黙って見つめていたが、やがて何かを思いついたかのように目を細め、少し意地の悪い声を出した。

「言葉よりも具体的な行動が欲しいな」

「行動って……例えば？」

「接吻一回で手を打ってもいい」

「だ……だから。そういう悪ふざけを言うのはやめて」

「ふざけてないぞ。それ以上妥協するとなると……抱擁とか。……髪を触るだけでも」

　しゃべるたび険しさを増すリゼットの顔を見て、それでも諦めずにオリアスが食い下がる。その様相があまりに必死だったため、ついリゼットは気抜けしてふき出した。

「何を笑っている」

「ううん。……オリアスのおかげでごはんを食べる時間ができたわね」

「それで、具体的な感謝の行動は？」

「考えておくわ」

　はぐらかすと、掛けてあるローブを羽織って、リゼットは部屋の扉を開けた。

　リゼットたちが間借りしている宿は、一階が食堂になっている。それはあまりオリアスを連れて出歩きたくないリゼットにとって都合がよく、二人は食事のほとんどをここで済ませていた。

「おはよう、リゼットにオリアス」

　階段を下りてくる二人に気づいて、宿の女将が挨拶する。

「おはようございます」

「ごはんかい？　今日はえらくゆっくりだねぇ」

「ええ。変な時間にすみません」

「かまやしないよ。こんな田舎の閑古鳥が鳴く宿じゃ、あんたたちみたいな旅人は上客だからねぇ」

　茶目っ気を込めて片目を瞑り、女将が厨房に入って火を熾す。

「オリアスは何か食べる？」

「そうだな。ではリゼットと同じもので」

「いいけど……いつもそうね。どうして？」

「貴女が何を味わい、どう感じているのか知りたいから」

「はいはい」

　いつもの如く熱っぽく囁くオリアスの言葉に、リゼットが適当に答える。

「おお、新しい反応だな」

　つれないリゼットの対応にも、オリアスは嬉しそうな声を上げる。それが聞こえたのだろう、厨房にいる女将が大きな声で笑った。

「相変わらず愛されてるねぇ、リゼット」

「ち、違います。からかっているだけですよ」

「こんないい男にならからかわれてもいいじゃないか。物騒な世の中なんだから、しっかり掴まえといて守ってもらいなよ」

「……何かあったんですか？」

　女将の台詞に含みを感じたリゼットがそう問うと、水の入ったグラスを持って女将が厨房から現れる。

「王都じゃ悪魔を召喚した魔女が暴れているという話じゃないか。本当なら女一人じゃ何かと心許ないだろ」

　二人の前に水を置いて、女将が答える。まともに顔色を変えたリゼットを見て、彼女は心配そうな表情をした。

「リゼット、顔色が悪いよ」

「悪魔だ魔女だと物騒な話を聞かせるからだ。リゼットは繊細なんだぞ」

「あら、これは悪かったねぇ」

　さして悪びれた様子もなく、女将が「ご馳走さま」とケラケラ笑って冷やかす。

「……少し寝不足なだけです」

　リゼットが不満そうにそっぽを向くと、女将は先ほどのリゼットよろしく「はいはい」と流して厨房へ戻っていった。リゼットが長いため息を吐き出す。

「顔に出すぎだ」

「ごめんなさい。でも噂が届いた以上、もうここにもいられないわね。受けている仕事を片づけたらすぐに発つわ」

「いつまでそうやって逃げ回るつもりだ」

　グラスを片手で持って揺らしながら、オリアスが呟く。水の波紋を見つめる漆黒の瞳には不満が滲んでいて、リゼットは目を伏せた。

「私がその魔女だと知られてしまえば、どのみち追われることになる」

「追われる？　どうやってだ。この街に俺たちを追い立てられる者などいるものか」

「私はあなたとは違うの。人を脅かし、恐れられてまでここにいたいとは思わない」

「そういうことではない」

　弄んでいたグラスを置いて、オリアスはじっとリゼットを見つめた。

「力の上ではもちろんだ。しかし、リゼットはこの地で人のために尽くしてきた。評判も上々だ。だというのに、真偽のわからん噂で追い立てられるというのか？」

「人は悪魔を恐れるものよ。それに……もし追っ手がかかっているのなら、私たちの所在を知らせれば報酬を貰えるかもしれないし」

「ふっ、そういえば人は同胞を売るのだったな。それでよくも悪魔を謗そしられるものだ」

「……とにかく。今日中にここを出るから」

　料理を運んでくる女将の気配を感じ、リゼットは声を潜めると早口でそうオリアスに念押しした。話はそれで途切れたが、リゼットには口に出さない懸念があった。

　もうすでにかなり国の外れにいる。これ以上王都を離れようとすれば国境を越えてしまう。

（ここまで噂が届いているということは、もう国中に広まっているのかもしれない）

　もしそうであれば国内には逃げ場はないということになる。

　一抹の不安を抱えながらも、リゼットはその日中に仕事を片づけ、翌日には部屋を引き払って、ひっそりとメロアの街を後にした。






　リゼットの危惧は的中した。

　次の街に辿りついた頃には日没を過ぎており、店はあらかた閉まっていた。宿でも火を落としているため食事が出せないと言われ、リゼットは致し方なく唯一開いていた酒場を訪れていた。若い女性客がいなかったために、リゼットが店に入ったとたんに歓声が起こり、リゼットはあっという間に引っ張りだこになった。

「リゼットが持て囃されるのは悪い気がしないのだが、妬けて仕方ない。そろそろ全員焼き払ってもいいか？」

　あちこちから声をかけられてリゼットが疲れ果てていると、オリアスが真顔でぼそりと唸った。

「駄目に決まっているでしょう。少しは食事もできたし、宿に戻るわよ」

「おいおい、そんなに急がなくてもいいだろう」

　席を立ちかけたリゼットの肩を酒場の店主が掴む。リゼットが入ってきてから彼女にと酒や料理を頼む客が絶えない。店主としては一時でも長く金づるを置いておきたいところで、とっておきの話を切り出すように、彼は身を乗り出した。

「王都の魔女の話は知ってるかい？　王都から討伐隊が出たそうだよ。率いるのはなんと、あの天下の呪術師エルネストだ！」

「知らんな、そんな下衆の名前は」

　卒倒しそうになっているリゼットを抱え、オリアスが店主に向けて吐き捨てる。その冷酷な表情と声色に店主や客が一瞬呼吸を忘れて呆然とする。その隙に、オリアスは早々に店を後にした。

　オリアスに引きずられるようにして外に出ると、リゼットは急にヘタリとその場に崩れ落ちた。

「師匠が……私を、討伐」

　彼女が上げたか細い声を聞き、オリアスは目を眇め、片手の指を鳴らした。

「ちょうどいいではないか。返り討ちにしてやる」

「バカなこと言わないで！」

　今までの力ない様子から一転して、リゼットはいつになく荒い口調で叫んだ。そんな彼女を見下ろし、オリアスが呆れたようにため息をつく。

「気に入らん。あの男のことになるとリゼットはいつも感情的になる」

「そんなことは」

「ないとは言わせんぞ。いつまで執着する気だ」

「していないわ」

　オリアスの追及に、リゼットが冷静に即答する。

「もうわかってる。私はただ、あの人にすがっていただけよ。役にも立たないのに食い潰していた私は、憎まれ疎まれて当然だわ」

　リゼットはすっかり吹っ切れたような様子だったが、オリアスは少し複雑そうに顔をしかめた。

「……結局自分を卑下するのだな」

「客観的に判断しただけよ。その上で……そんな風に思えるようになったのも、メロアで仕事をこなすことができたのも、全部あなたがいたからだわ。だからあなたが悪魔でも、なにか意図があって傍にいるのだとしても、傷ついてほしくないの。討伐なんてさせない」

「ちょっと待て。いろいろ聞き捨てならん――」

　口を挟んだオリアスは、しかし目を眇めると途中で口を噤んだ。その様子にただならぬものを感じたリゼットが、怪訝そうに眉を顰める。

「オリアス？」

　それには答えず、オリアスは首だけで振り返ると暗がりに向かって言い放った。

「気配を消しても無駄だ」

「……失礼を。尋ね人かどうか判断に迷い、声をかけられずにおりました」

　リゼットには何の気配も感じられなければ、目を凝らしても闇の向こうには何も見えない。しかしすぐに返答があり、人影が揺らめいた。リゼットが術で灯りを出すと、旅向きの軽装をした金髪の青年が照らし出される。彼はリゼット達から少し離れた場所で足を止め、跪いて頭を垂れた。

「噂の魔女とお見受けします」

　立ち上がったリゼットが動揺したように息を呑む。一方、オリアスは嘆息し、彼女を庇うように二人の間に入った。

「だとしたらなんだ」

「評判を聞き及んで捜しておりました。貴女に頼みがあるのです」

「だそうだが、我が主よ。どうする？　望むならすぐに跡形もなく片づけるが」

「……頼み、ですって？」

　警戒を解かぬまま、リゼットは不可解そうな声を上げた。

「評判を聞いてと言ったけれど、さっき私を魔女と言いましたよね」

「はい。王都の魔女と、田舎街でわずかに評判となった若い呪術師。共に容姿が一致しており、同一人物ではないかと推測しました。もしそうであるなら取引をしたいのです、リゼット様。どうか話だけでもお聞き下さい。決して悪い話ではございません」

「……聞きます」

　青ざめたまま、リゼットは答えた。

　もし、と仮定はしたが、彼は迷いなくリゼットの名前を呼んだ。おそらくすでに調べはついており、リゼットを王都の魔女だと確信しているのだろう。

　悪い話ではない、などとはとても思えなかった。しかし無抵抗の相手と戦うこともリゼットには気が進まなかった。オリアスは不満そうに顔を歪ませているが、リゼットが聞くと言った以上それに逆らうことはせず、青年を睨みつけて短く促す。

「話せ」

「ここでは差し支えます。どうかもう少し外れまで」

「話にならんな」

「私は武器を持っておりません。また持っていたところで無意味でしょう。怪しい動きをすればその時点でこの命、取っていただいてかまいません」

　そう述べて、青年が少しだけ顔を上げる。声こそ冷静であったが、その必死の様相は嘘をついているようには思えず、リゼットはオリアスの黒衣を引いた。

「何か事情があるみたいだわ。とにかく話だけでも聞きましょう」

「お人好しが過ぎるぞ、リゼット。そんなことだから貴女はすぐ欺かれるんだ」

「私がいつ誰に欺かれたと言うの？」

　呆れたようにオリアスが肩を竦める。

「……平気よ。オリアスがいるもの」

　掴んだ服の裾をリゼットはぎゅっと握りしめた。とたんにオリアスは気をよくしたようにパッと破顔し、それから軽く手を振って何事かを呟いた。すると周囲の景色が溶け、闇一色に染まる。

「ほんの少し次元をずらした。これで他人に聞かれることはない。もし妙なことを言えば、貴様をこの次元に置き去りにしてくれよう」

　今までも街は夜の闇に包まれてはいたが、それでもおぼろげに建物の輪郭くらいは見えていた。しかし今はそれもない。その代わりリゼットが術で出した灯りは消えているのに、お互いの姿だけははっきりと認識することができる。

　不思議な感覚に戸惑いを隠せないリゼットに対し、青年は平静を――少なくとも表面上は――保つと、跪いたままで語り始めた。

「……聞きしに勝るお力、恐れ入ります。申し遅れました、私はエスクレド王国アルベール王太子殿下に仕える騎士、ラーシュと申します」

　リゼットの顔から戸惑いが消え、一転それは険しいものとなった。エスクレド王国はサフォリアの隣国に当たる。決して両国の仲は悪いわけではないが、かといって友好的かと言えばそうでもない。

　サフォリアは呪術の力を自国だけで独占し、隣国にその力の恩恵を与えることは決してなかった。水面下ではサフォリアはその力でエスクレドを牽制し、エスクレドはその力をどうにか自国に引き入れようと駆け引きを続けている。エルネストの弟子であったリゼットはそんな両国の関係を知っていた。

「……エスクレドの騎士が、私に何の用があるというのですか？」

「王太子殿下は重い病に冒され、永きにわたって昏睡状態が続いております。国中の医師を集めて治療に尽力させましたが、誰もその目を覚ますことはできませんでした」

「待って。……おかしいわ。そんなこと、私なんかにしゃべっていいんですか？」

　エスクレドのアルベール王太子と言えば、頭脳明晰、勇壮果敢とサフォリアでも有名な人物だ。半年前といえばリゼットはまだ呪術院にいたが、王太子が病に臥せているなどという話は聞いたことがなかった。隠していたのだとするならば、エスクレドの騎士がそれをいとも容易く明かすのは妙だ。

「……殿下のお命を救うには、もうサフォリアの呪術しかありません。国を通じて依頼を出すことも当然考えましたが、サフォリアは呪術の力を決して国外に出そうとはしませんし、今までもずっとそうでした。サフォリア人である貴女様の前で言うことではございませんが、王太子が昏睡状態であるため呪術師の力を借りたいと言えば、きっと弱みにつけこまれるでしょう。そんな折、貴女様の噂を聞きました」

　なるほど、とリゼットは合点がいった。呪術師はすべて国によって管理され、厳しくその行動を制限されている。その管理を逃れるには、力を封じられ、呪術師をやめなければならなかった。

　国を通さずに呪術師の力を借りるのは容易ではない。例え罪人であれ、リゼットの存在は都合のいいものなのだろう。

　言い終わると、青年――ラーシュは、再び頭を地面に擦りつけんばかりに下げた。

「悪魔すら従える偉大なる呪術師よ。どうか我が主をお救い下さい。その暁には、我が国での地位も名誉もお約束いたします。他にも望みがあればなんなりと」

　オリアスが一つ小さな息を吐くと同時に、すっと景色が戻ってくる。何もない漆黒の空間に比べると、夜でも月がある分明るく感じられた。

「……すぐにはお返事しかねます」

「ごもっともです。しかし、我らにも時がないのです」

「一晩。一晩だけ考えさせて下さい」

「……承知いたしました」

　一瞬ラーシュは食い下がる様子を見せたが、一息挟むと承諾した。

「今夜は私も同じ宿に泊まります。明朝お返事をお聞かせ下さい」

　わかりました、と返事をして、リゼットはオリアスを伴い宿へと足を向けた。






　ベッドに入っても、リゼットの心は決まらないままだった。

　確かに悪い話ではないどころか、これ以上ないほど条件の良い依頼だ。なぜリゼットでなければいけないのか、その理由もはっきりしている。それでもリゼットは迷っていた。

「眠れないのか、リゼット」

　何度目かわからないため息を聞き、オリアスはベッドを覗き込むと手を伸ばした。頬にその手が触れて、逃れるようにリゼットが寝返りを打つ。

「な、なに？」

「いい加減、触れることくらい許してほしいものだが」

「どうしてそんなに触りたいのよ」

「美しいものを愛でたい心理は、人も悪魔もそう変わらんと思うが。毎晩横で見ているだけの俺の身にもなれ」

「見ないで」

「それも無理だ。……悩んでいるのか？」

　即答されてリゼットはなおも反論しかけたが、問われて口を噤んだ。

　この国に居場所がない以上、エスクレド王国に保護してもらえるのならありがたい話だ。しかし依頼の内容がリゼットにとってあまりに荷が重かった。

「他国の王族が関わっているのよ。もし失敗すれば今よりさらに立場は悪くなる。サフォリアからもエスクレドからも追われる身になるわ」

「リゼットは失敗などしない。だがそれはそれでかまわないではないか。世界はその二国で終わるほど狭くない」

「世界……」

　リゼットには呪術院がすべてだった。だから国をまたぐだけで気が引けているのに、世界と言われてもまったくピンとこない。

　それでもリゼットは、「ふふ」と笑った。

「私は王都を出るだけでも一大事だったのに。あなたの世界はもっと広いのね」

「人の世だけが世界でもない」

「それなら、人の世に私の居場所がなくても大丈夫かしら？」

「……居場所など探すものじゃない。作るものだ」

　リゼットの口調は冗談めいたものだったが、対するオリアスの声はつまらなさそうなものだった。シーツに潜って、「そうね」とリゼットが答える。

「……私、エスクレドに行くわ」

「それなら俺は従うまでだ」

　オリアスの返答を聞くと、リゼットは目を伏せた。






　一夜明けて、目覚めたリゼットが出立の支度を調えていると、部屋の扉がノックされる。ずいぶん早いが、事情を考えれば無理もないと、リゼットはすぐに扉を開けた。

「返事を聞きに参りました」

　ラーシュの憔悴した顔からは、あまり眠っていないことが窺えた。

「お受けします。でも、お役に立てるとお約束はできません」

「感謝致します。リゼット様」

　リゼットの返事を聞くと、初めてラーシュは安堵したように強張った表情を溶かした。それがあまりにも感極まった様子で、失敗したときのことを思うとリゼットはよけいに不安になった。それを見抜いたようにオリアスが声を上げる。

「……恐れることはない。リゼットが失敗することなどないし、もしそれでこいつが敵に回ると言うなら俺が消してやる。なんなら国ごとな」

「肝に銘じておきます。ではさっそく出立しますのでご用意を。まずは見つからないように国境を抜けましょう」

　オリアスの脅しにも動じず、ラーシュもまたさらっと物騒なことを口にした。確かに討伐隊が出ている以上、堂々と国境を越えることは不可能だとリゼットにもわかっている。しかし、ただ静かに暮らしたいと願うリゼットを嘲笑うかのように、事はどんどん大きくなっていく。

「……今さら怯んでも仕方ないわね。どうせここにいてもいつかは追っ手が来るんだもの」

「ああ、同じことだ。逆らう者がいれば俺が消し飛ばすまで」

「困ったわ。なんだか心強く感じてしまう」

　何を困ることがあるのだと、オリアスが不満げにこぼし、リゼットは屈託なく笑った。






「我に仇なすものを焼き払え！」

　リゼットの指先が魔法陣を描き、襲い来る魔物を塵に還す。

「すみません、このような危険な道を」

「いえ。関所を通れないのは私たちのせいですから」

　道なき道を先に立って歩きながら、ラーシュがすまなそうに述べる。ほとんどは彼が追い払っていたのだが、見かねてリゼットが手を貸したところだった。

「しかし、さすがはリゼット様。素晴らしいお力です」

「私ではなくオリアスの力です」

「もちろん、オリアス様のお力も計り知れない。近くにいるだけで体が竦み上がりそうになります。ですがその力を操るリゼット様も、私には同等にお強く感じられます」

　悪魔と同等、と言われても正直リゼットは喜べないのだが、オリアスは満足そうに胸を張った。

「聞いただろう、リゼット。強い力を従える者もまた、強い力の持ち主だ」

「ただの社交辞令だと思うのだけど」

　どさくさで髪を触ろうとするオリアスの手をはね除け、リゼットがいつものように呆れた声で言う。するとラーシュがクスリと笑った。

「あ、ごめんなさい。褒めて下さったのに失礼なことを」

「いえ。あなた方の強さは、その信頼関係にあるのかもしれませんね」

「え……？」

　ぽかんとするリゼットを振り返り、ラーシュは目元を緩ませて彼女を見下ろした。

「私が強いと申し上げたとき、リゼット様はオリアス様を、オリアス様はリゼット様を讃えました。それを拝見し、そう感じた次第でございます」

「……人と悪魔に信頼関係など成立するのでしょうか？」

　小声でリゼットが呟く。それを見てラーシュはわずかに首を傾げたが、間を置かずに答えた。

「人間同士であれば成立するというものでもありません。意味のない枠組みだと私は思いますが」

　ガサ、と近くの茂みが物音を立て、ラーシュが言葉を切る。彼は油断なく剣を構え直したが、ただの風であったようだ。

「失礼、しゃべりすぎました。この先にある古井戸の中に、城内へと続く隠し通路があります」

「なぜそんなコソコソ入らねばならん。空から行けばリゼットを疲れさせずに済んだ」

「万一を考えると、お二人の姿を知られてしまえばあらぬ悪意が行きかねません。決してお力を疑っているわけではないのですが、あらゆる可能性を考慮した上でのことです」

「万一とはなんだ――」

「いえ、お気遣い感謝します。私もあまり目立ちたくありませんので」

　オリアスの声を遮って、リゼットはラーシュに頭を下げた。救世主のように迎え入れられて失敗すれば、たとえラーシュが諫めたところで家臣や国民に逆恨みする者は出るだろう。

　何より――リゼットには『期待』が怖かった。メロアにいたときも、仕事をして感謝されるのは嬉しかったが、評判が広がるとどこかで怖くなった。

　まだ夢に見る。才能を見出されて、その期待に応えられなかった呪術院での日々のことを。

「リゼット」

　呼ばれてリゼットは顔を上げた。ラーシュが草を掻き分けた先に古びた井戸が見える。

　差し出されたオリアスの手を取ると、それだけでリゼットの頭にちらついていた過去は消えていった。それと一緒に、胸を侵しそうになる不安も嘘のように消えていく。

「やっぱりあなたって悪魔ね、オリアス」

「何を今さら」

「あなたを見ていると不安が消えるの。籠絡されてしまいそうよ」

「ほう？」

　握った手を引き寄せられて、リゼットは慌てて手を振り払った。

「……まったくそのようには見えんのだがな」

「ひ、人がいるのよ」

「だから？」

「だからって……その、人前でそういうことをするものじゃないの」

「なるほど、人がいなければ『そういうこと』をしてもいいのか」

　わざと含んだような言い方をするオリアスに「バカ！」と言い捨ててリゼットが歩いていく。そんなリゼットを見て、オリアスがくくっと楽しそうに笑う。

（こんなの、もうとっくに籠絡されてるわ）

　オリアスがいない生活など、もうリゼットには想像もできなくなっていた。

　――この依頼さえこなせば、追われることなくオリアスと暮らすことができる。

　それは今のリゼットにとって、喉から手が出るほどに欲しいものではあった。危険を冒してでもリゼットがエスクレドに行くことを決めたのは、結局のところそれを得るためだ。しかしそう口にすれば、心が手に入ったと知られてしまえば、もうオリアスはリゼットに興味を失くしてしまうかもしれない。だからリゼットは気のない振りを続ける。

　もう少しだけ、この『偽りの快楽』にすがるために。

















第六章　決着












　ラーシュの案内で古井戸から城内へと入ったリゼットたちは、さっそく件の王太子のもとへと案内された。

「本来ならば、まずはゆっくりとお寛ぎいただき、旅の疲れを癒やしてもらいたいところなのですが……」

「いえ。私たちも仕事で来たのですから、一刻も早く状態を把握しておきたいです」

　城に足を踏み入れた時から、リゼットは胸騒ぎを覚えていた。

（術の気配を感じる……）

　呪術師にしかわからない、術が行使される際に廻る力の流れ。サフォリア国内ならともかく、呪術師のいないエスクレドでそれを感じるのはおかしな話だ。

（もしかして、王太子様の昏睡は病ではなく、呪いかもしれない）

　だとすれば、サフォリアの呪術師がエスクレドの王族に攻撃を仕掛けていることになる。それが明るみに出れば、戦の発端にもなりかねない。

　リゼットの頬を汗がつたう。失敗して自分の身が危険に晒されることは覚悟しているが、事はそれだけで済まないかもしれない。

「こちらです」

　しかしながら、もう後戻りもできなかった。ラーシュが扉を開けて、リゼット達を招き入れる。

「リゼット」

「わかっているわ」

　足を止めてリゼットがオリアスの警告に応える。

　大きく上質なベッドの上に、やせ細った青年が横たわっている。彼が王太子アルベールに相違なかった。

　彼に絡みつく呪いの印を見て、リゼットは息を呑んだ。オリアスが腕を組んで、くっと喉を鳴らす。

「これはこれは」

「オリアス、黙って」

　絡みつく呪文は時折青年の体を締めつけ、苦悶の声を上げさせる。彼の周りの空気は魔物の棲みかに溜まる瘴気のように淀んでいる。それは力を持たない人間には見ることのできないものだ。しかしリゼットにはもうわかっていた。これが病などではなく、人為的なものであること。呪いの力によるものだと。

　リゼットは恐る恐る手を伸ばすと、アルベールを縛る呪文の一端に指先を触れさせた。バチリと火花が散って、指先に痛みを感じる。

「リゼット！」

「大丈夫。怪我はしてないわ」

　今にも飛びついてきそうなオリアスを視線だけで止めながら、リゼットはポーチを探った。そして石灰を取り出して、床に陣を描き始める。

「何を？」

「治療をします。少し離れていて下さい」

　ラーシュの疑問の声に、リゼットはそう答えた。しかし厳密には『治療』というのは正しくなかった。今リゼットが描いているのは『解呪』の陣だ。

　呪術師の本領であるそれは、純粋に力のみが必要だ。呪いの主より力が劣っていれば、解呪はできない。

（今回はオリアスを頼れない）

　そう思った瞬間、パキリと手の中で石灰が折れた。ポーチを探るが、補充を忘れていたようで、それが最後の一本だった。

　リゼットは顔を上げると、汗を拭った。ラーシュが固唾を飲んで見守る傍らで、オリアスはいつもと変わらない様子でリゼットを見ていた。その彼が口を開こうとするのをリゼットは視線だけで制した。

　どうせ彼は大丈夫だと言うのだろう。失敗などしないと。

　リゼットは一つ深呼吸をすると、折れて砕けた石灰を握り直す。欠片でも、呪術院で使っていたものよりは大きかった。

「私より力の強い呪術師はいないのよね？」

「ああ」

　リゼットの呟きに、オリアスが即答を返す。

　残っていた不安が消えて、リゼットはそのまま最後まで陣を描き上げた。完成した陣から光が立ち上る。

「かの者を解放せよ！」

　光が、アルベールを取り巻く呪いの術に干渉する。だが二つの術が触れ合ったとたんに、リゼットの陣から放たれた光は掻き消えてしまった。

　息を呑んで身構えるリゼットの目の前で、アルベールの体を紅い光が包み込み、それは瞬く間に光の矢へと転じてリゼットを襲った。

「……っ!!」

　すんでのところでオリアスがその矢を素手で受け止める。彼に触れると、矢はたちどころに霧散した。

「うそ……この力は……！」

　師匠、と。

　リゼットが掠れた声で呟くのを聞いて、オリアスは首を竦めて舌打ちした。その横から不安そうな顔をしたラーシュが身を乗り出す。

「リゼット様、今のは……」

「ごめんなさい。この『病』はすぐには治せません。薬を作るので材料を集める時間を下さい」

「……少し前、サフォリアから討伐隊の入国を認めるよう要請がありました。もし悪魔がエスクレドに侵入したと知れれば、討伐隊は国境を越えてくる。危険です。必要なものがあるなら私が代わりに行きましょう」

「危険は承知です。でも呪術師でなければ材料は集められません。王太子様の病は必ず治します。ですからどうか私を信じて下さい」

　リゼットの真紅の瞳が、強い意志を湛えてラーシュを射抜く。血よりなお赤く、紅玉よりも輝くその瞳に、ラーシュだけではなくオリアスも息を呑んでそれを見つめ返した。

「……わかりました」

　思わずその威圧に呑まれてしまった後で、ラーシュは答えた。

「外に出るなら今通ってきた順路で。もし城の誰かに見咎められたときは、私の名をお出し下さい」

「わかりました。行きましょう、オリアス」

　どこへ、と言いたげなオリアスの腕を引いて、リゼットは部屋を出た。案内されて来た通路を戻って古井戸の中の抜け道に入り、さらにしばらく進んでから、ようやくオリアスが声を上げる。

「何をする気だ」

「……王太子様に呪いを掛けているのは、師匠よ」

「わかっている。だが、リゼットの力はあの男よりも強い」

「もしそうだとしてもよ。仮に純粋な力量で勝っていても、知識と経験では勝てない。少なくとも今の私では、師匠の術を打ち破ることはできないわ」

「ならばどうするのだ。また逃げるのか？」

「違うわ」

　噛みしめるように否定して、リゼットは真っ向からオリアスを見た。暗い通路を、リゼットが生み出した術の光が照らしている。その光の中にいるリゼットの表情は、今までオリアスが見たどれとも違うものだった。

「師匠に会う。会って、呪いを解くよう説得する」

「説得？　バカなことを」

「バカは今までの私」

　せせら笑うオリアスに対して、怯むでもなく、言い返すでもなく、静かにリゼットは答えた。

「あなたが私にくれる言葉や想いが偽りでもいい。あなたがいれば……あなたと静かに暮らせれば。そう思って依頼を受けたの。居場所が欲しかったから」

　言えなかった自分の想いを、ためらうことなくリゼットは口にしていた。

「でもそれじゃ、今までと何も変わっていない。私は自分の無力に気がついていながら、居場所が欲しくて師匠にすがってた。師匠にどう思われていたとしても、彼の傍にいられればよかった。私は誰かを利用して自分を守りたかっただけだったの」

「そうだとして、それの何が悪い。誰だって我が身が可愛いものだ」

「けれどあなたは言ったわ。媚びへつらうなと。下を向くなと」

「それは……」

「あなたの言う通りよ。逃げ回っているだけじゃ、自分の欲しい居場所ものは手に入らない。だから私は戦うわ。自分の力で」

　その声に迷いもなく、そしてその瞳には一点の曇りもなかった。それでも――その細い両足が震えているのを、オリアスは見過ごさなかった。

　ふっと、光が掻き消える。

　怪訝な顔をして、再び灯りを作ろうとしたリゼットの手を、オリアスが掴んで引き寄せる。

「オリアス……？」

「どうして貴女は俺を頼ってくれないんだ。望めば俺が行って倒す。なぜそうしない？」
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　抱きしめられて、リゼットは身じろぎした。だが耳元で聞こえたオリアスの声に、もがくのをやめる。

「……頼りっぱなしだったわ。いつだってあなたの言葉に救われてきた」

「言葉などがいったい何になる」

「悪魔にはわからないかもしれないけど、人にとって言葉は毒にも薬にもなるの。……あなたと私の間には偽りしかないわ。私はあなたの言うような優秀な呪術師じゃない。だから一つくらい真実にしたい」

「俺は事実しか言っていないんだがな。一つも貴女に響きやしない。だから言葉には意味がない」

　リゼットから手を離し、苦々しく告げるオリアスを見て、リゼットは再び灯りを作った。

「震えが止まっちゃったじゃない。あなたに頼らないで決着をつけるつもりだったのに」

「俺は何もしていない。頼ると言うなら一言、あいつを倒してこいと」

「オリアス、人はね。……好きな人に抱きしめられたら強くなれるものなのよ」

「そんなものか。……うん？　なんだって？」

「置いていくわよ」

「待て、リゼット。もう一回」

「もう言わない」

　もう一度、と繰り返すオリアスから顔を背けて、熱くなる頬を押さえながら、リゼットは確かな足取りで一歩を踏み出した。

　――その気配が、近づいてくるのを感じながら。






　古井戸を出ると、冷たい風がリゼットの頬を撫で、長い銀髪を巻き上げた。

　じきに夜が明けるだろうが、まだ闇は濃い。その闇の中にいくつもの呪術の灯りが――討伐隊の手にする灯りが――リゼット達を待ち構えていたかのように揺れていた。

（こんな夜更けに、国境を越えてまで追ってくるとは思わなかった）

　エルネストならば、すぐに自分たちの行き先を特定して追いついてくるだろうとリゼットは考えていた。だから容易に会えるとは思っていたが、ここまで早いとは予想外だった。

　まだ心の準備ができているとは言いかねる。それでも体は震えなかった。

「お久しぶりです、師匠」

　落ち着いた声でリゼットはエルネストに語りかけた。対するエルネストの声の調子も似たようなものだった。

「お前を拾ったときは、こんな日が来るとは思わなかったよ」

「私もです」

　答えながら、その実リゼットは師の後ろに控える討伐隊へと注意を走らせていた。ざっと見積もって三十名。その中には知った顔もある。エルネストの弟子――即ち、リゼットの兄弟弟子に当たる者たち。その他は、城の衛兵達だろうか。

　冷静にそんなことを考えている自分に気がついて、リゼットはほっとする思いを禁じ得なかった。オリアスにはああ言ったものの、実際に顔を見たら決意が緩んでしまう気がしていたのだ。

「お前を弟子にしたのは間違いだった。まさか育てられた恩を忘れ、悪魔と結託して私に牙を剥くとはな。役に立たないお前を長く置いてやったというのに、そこまで恨まれていたとは思っていなかったよ」

　冷たい声を聞いても、もうリゼットは怯まなかった。

「ええ、私も思いませんでした、師匠。あなたに恩を返すことだけを、あなたの役に立つことだけを考えて生きてきましたから。なのにまさか、話すら聞いてもらえないとは思わなかった」

「それなら今すぐその悪魔との契約を破棄し、私に投降するんだな。そうすれば話くらいは聞いてやる」

「……もう遅いです、師匠。いえ、エルネスト」

　短く答えて、リゼットは歩き出すと師との距離を少し詰めた。

「アルベール殿下の呪いを解いて下さい。そうすればあなたと戦わずに済みます」

　後ろに控える兄弟弟子たちに聞こえないよう、リゼットは小声で呟いた。それが無駄な説得であることなどリゼットとてわかっている。それでも、背中に刺さるオリアスの呆れたような視線が何を言いたいのかわかっていても、リゼットには必要なことだった。

「エスクレドに買収されたか」

「あなたこそ堕ちましたか。呪術の根源は人を呪い殺すためのもの。しかし毒は転じて薬となる。なれば呪術も魔物に脅える人を、病に苦しむ人を救うための力となる――私にそう教えたのはあなたではないですか」

「そうだ。毒も薬も表裏一体。王子の『病』を治す見返りに、エスクレドにはサフォリアへ降る要求を呑んでもらう。その交渉も大詰めだ……うまくいけば、一滴の血を流すこともなくサフォリアは繁栄し、いずれはその王座に私が座ることも夢ではない」

「……悪魔に心を売ったのはあなたよ」

　吐き捨てるように言うリゼットを、エルネストの目が鋭く睨みつける。

「あのときお前を弟子にしたのは本当に間違いだったよ、リゼット。私の理念を理解できないのなら、ここで消えてもらうしかない」

「あのときあなたの手を取ったこと、私は間違いだと思っていません。間違いにしないためにあなたを止めます。戦ってでも」

「残念だ」

　エルネストの手と、リゼットの手が同時に動く。エルネストが生み出した光の矢を、リゼットの描き出した陣が弾き返す。エルネストの攻撃を合図にしたかのように、彼の弟子たちが一斉に攻撃を仕掛ける。魔術の矢が、炎が、雷が、リゼットを打ち据えようと襲いかかる。その苛烈な攻撃が彼女に届く前に、その体はオリアスによって夜空へと舞い上がっていた。

「やはり悪魔の力に堕ちたか、魔女め」

　エルネストの侮蔑を受けて、オリアスは口の端を歪めた。

「一人を相手にそれだけ雁首揃えて、よく正義を気取れるものだ」

「悪魔相手に一人で来るバカがどこにいる？」

「貴様が一人で来れば、リゼットは一人で相手をした。長年傍にいて、そんなこともわからないのか」

　ひっきりなしに呪術の攻撃が二人を襲う。オリアスはリゼットを抱えて飛びながらそれらすべてを紙一重で避け、忌々しそうに言った。それを聞いて――リゼットは顔を上げ、オリアスに掴まっていた手を離した。

　オリアスが戯れにも手を離せば、リゼットは討伐隊にやられるまでもなく地面に落ちて絶命する。しかしそんな恐れや不安など彼女にはもう微塵もなく、リゼットは無防備にオリアスに体を預けたままで地上を見下ろすと、その自由になった指先で宙に陣を描いた。

「我が名はリゼット！　陣と印がむすぶ契約により、我リゼットが汝オリアスに力の行使を命ずる！　汝が破壊と滅びの力で以て、我に仇なすものを焼き尽くせ！」

「く……っ！」

　リゼットの詠唱に応えて、オリアスが炎を生み出す。それはたちまち討伐隊を呑み込むほどの業火となって、エルネストが、彼の弟子たちが、防御の呪術を展開する。

　しかし、その完成を待つまでもなく炎は消えた。

「なぜ消す？」

　オリアスの責めるような声には応えず、リゼットは上空から討伐隊を見下ろした。

「今のは警告です。あなた方に勝ち目はない。だからもう私達を放っておいて。追わなければ何もしない。退いて下さい、傷つけたくないんです！」

　挑発ではなく、偽らざるリゼットの本心だったのだが、耐えかねたようにエルネストの弟子の一人が飛び出した。

「落ちこぼれ風情が！　悪魔に魅入られて慢心したか！」

　リゼットがそちらを見ると、声を上げた者はびくりと体を竦ませて、目を逸らした。

「そう見られても仕方ないわね……」

　ぼそりと呟いたリゼットの声を聞き、オリアスはふむ、と口元に手を当てた。それから少し高度を下げてエルネストを見下ろした。彼と討伐隊の面々が身構える前で、オリアスが無防備に肩を竦める。

「先刻俺は言ったはずだ。お前が一人で来ればリゼットも一人で相手をしたと。試してみるか？　今からでも遅くはない」

「オリアス……？」

　何を言い出すのだと。真意をはかりかねて、リゼットはオリアスを見上げた。それを見て、エルネストが哄笑する。

「つまり、一騎討ちをしろと。そう言いたいのか、悪魔」

「ああ」

「そうして我らを分断した後、確実に私を倒す腹か？」

「なぜ俺がそんなまどろっこしいことをせねばならん。この辺一帯ごと焦土にしてもかまわんのだぞ。リゼットが殺すなと言うからしないだけだ」

　エルネストが押し黙る。それを見て、リゼットは違和感を覚えた。

　戦力を分断して利があるのは明らかにエルネストの方だ。一騎討ちになって困るのはエルネストに対して力の劣るリゼットだけで、エルネストがためらう理由がない。

「恐ろしいか？」

　不意にオリアスはそう口にするとニヤリと笑った。

「そんなにもリゼットが恐ろしいか。一人で前に立てないほど」

「何を言っているの……」

　疑問の声を上げたのはむしろリゼットの方だった。オリアスはリゼットを地面に降ろすと、いかにも愉快そうに笑った。しかしオリアスのそんな表情より、リゼットの瞳を捉えたのは凍りついたように表情の消えた、エルネストの蒼白な顔だった。

　それが見えていないであろう彼の弟子は、ここぞとばかりに囃したてる。

「好機です、エルネスト様。悪魔が何を企んでいるかはわかりませんが、呪術師を媒介しなければ、悪魔が現世で振るえる力は制限されます」

「二人が分断されれば、リゼットだけならすぐに倒せる」

　――そのようなことは、当然エルネストにもわかっている。それでも彼は首を縦に振らなかった。

「リゼット。お前は自分の力で戦うと言ったな。ならば見せてみろ、俺に真実とやらを」

「……わかった」

　見下ろしてくる漆黒の瞳にうなずいて、リゼットは踵を返し、師の前に立ちはだかった。

　正直、まったく勝てる気はしていない。それでも不思議と怖いとは感じなかった。

　毅然と立ちはだかるリゼットを前に、後ずさったのはエルネストの方だった。

「師匠？」

「私はお前を……恐れてなどいない！」

「何を言っているんですか？」

　また一歩、エルネストが後ずさる。

「……何をしている！　今のうちにリゼットを倒せ！」

　そう叫んだエルネストを見て、弟子をはじめとした討伐隊員の表情に戸惑いが走った。

「はは、リゼット。確かに人は言葉に縛られるようだな。ここまで効くとは思わなかったぞ」

「くっ、悪魔め……何をした！」

「何もしていない。それはお前が一番よくわかっているはずだ」

「くそ……くそっ!!」

　毒づいて、エルネストは自棄になったかのように手を挙げた。その手から無数の刃が生まれて、リゼットへと向かう。しかしその頃にはリゼットも防御の魔法陣を展開していた。

　相殺しきれなかった一本が、頬をかすめて皮膚が裂ける。だがそれだけだ。

「さあ行け、リゼット。大丈夫だ。お前より強い呪術師などいない」

　オリアスの言葉を背に、リゼットの両手が印を描く。

　――エルネストと決着をつけたい思いに嘘はない。だが今がどうであれ、リゼットにとってエルネストが恩人であることに変わりはない。命を奪うことはおろか、傷つけることもリゼットにはできなかった。ならば使うべき術は一つに限られた。

　リゼットの指が仄かに光り、宙に複雑な印を描いていく。それを見て、エルネストもまた反射的に同じ印を描いていた。

　封印の術。

　相手の力を封じるそれは、術を失敗さえしなければ、純粋に力と力のぶつかり合いになる。

　同じ速度で、同じ印が描かれる。

　解呪のときはリゼットが押し負けた。

　力でも知識でも経験でも、リゼットが勝てる要素は何一つないはずだった。

（なのに、どうしてだろう。負ける気がしないのは）

　呪術師にだけ見える、術の力の流れ。リゼットが昔から見ていた師匠のそれは、複雑で、緻密で、一分の隙もないような、そんな完璧な構成だった。

　それなのに今は粗くすらも見える。決して師のそれが劣化したわけではない。

（私のほうがもっと精密にできる）

　リゼットの描き出す陣は次第に輝きを増し、エルネストの描くそれを呑み込んでいく。

（捉えた！）

　バカな、とエルネストが短く叫ぶ。

「我が力を以て、汝の力を封じる！」

　畳みかけるように呪文を唱えると、がくりとエルネストが膝をついた。

「師匠！」

「エルネスト様！」

　討伐隊の面々がエルネストに駆け寄る傍ら、リゼットは自らの両手を信じられない思いでまじまじと眺めていた。

「どうして……？」

「二度同じ術をかけても意味はあるまいよ。この男はもともとリゼットの力のほとんどを封じていたからな。もはや何の効力も成してはいないが」

　ニヤニヤと笑ったまま、オリアスがエルネストに向けて吐き捨てる。

「え……」

「こいつは恐ろしかったんだ。弟子が自分よりも強大な力を持っていることに気がついたとき、自分が最上位の術師ではなくなることが堪らなく恐ろしかった」

「黙れェ!!」

　エルネストが叫び、宙に印を描く。しかし、何も起こらない。それでも何度も何度も彼は同じ動作を繰り返した。その姿をリゼットは知っている。あの日、突然呪術を扱えなくなった日の自分だ。それを見ていると怒りよりも哀れみばかりが胸を締めつけ、リゼットはそっと彼から目をそらした。

「リゼット、なぜ黙っている。糾弾しないのか？」

「……もういいわ。悲しいけれど、辛かった日々も今の私の一部だから」

「お人好しめ」

　舌打ちして、オリアスは再びエルネストを見下ろした。「恐ろしいならば倒してしまえばよかった。だが貴様は自分のちっぽけなプライドを満たすために、リゼットを自分の傍に留め、力を封じ、常にリゼットの上位に立っていなければ気が済まなかったのさ」

「黙れ!!　黙らないか!!」

「あぁ……なかなかに旨いな。元最高位術師の屈辱と絶望は」

　恍惚とした表情で、オリアスが舌なめずりをする。それを見て、エルネストは血走った目で叫んだ。

「貴様、いつから！」

「さて……いつからか。あの日、貴様が大義名分のもとリゼットを手にかけるため、一瞬だけ緩めた封印のおかげで人の世に顕現できた。それだけは礼を言おうじゃないか。召喚とはあちらとこちらを繋ぐ術。リゼットは使い魔を呼ぶ程度の隙間を空けたつもりでも、彼女本来の力は俺が通るのに充分な道を作った」

「リゼット様！」

　近づいてくる蹄の音と呼ぶ声にリゼットが顔を上げる。松明を掲げ、馬に跨り小隊を率いたラーシュが討伐隊とリゼット達の間に割って入った。

「アルベール殿下が目を覚ましました！」

「本当ですか!?　よかった……」

　恐らくはエルネストの力を封じたことにより、王太子を蝕んでいた呪いも解けたのであろう。ほっとリゼットが胸を撫で下ろすのを見て、ラーシュはエルネストに視線を移した。

「呪術師エルネストだな。貴様が呪術でもって殿下の命を縛り、我が国を乗っ取ろうとしていたことはすでに調べがついている！」

「何を根拠に……」

「とぼけるならば正式に国を通じて貴様を糾弾するまでだ」

　エルネストが悔しげに唇を噛む。

　サフォリア国王がエルネストの企みを知っているかどうかは、リゼットにもラーシュにも現時点ではわからない。だがどちらにせよ、追及されれば国はエルネストを切るだろう。力を持たない呪術師を庇う理由などサフォリアには一つもない。それはエルネスト自身が一番よくわかっていることだ。

「我が主は民の生活を脅かす戦争など望んでいない。そこの罪人を連れ、一刻も早く我が国から出ていけ。さすれば今回のことは不問に付すと殿下は仰せだ」

　ラーシュの言葉を受け、討伐隊がエルネストの体を引きずるようにして去っていく。それを見てほっと息を吐いてから、リゼットはラーシュへと頭を下げた。

「ありがとうございます」

「もともと見当はついておりましたが、リゼット様の挙動を見て確信へと変わりました。あれは病ではなく呪いだと」

「……だから、顔に出しすぎと言うんだ」

　オリアスの忠告に、「はい」と返事をしてリゼットはきまりが悪そうに俯いた。しかしすぐに顔を上げると、ラーシュへと詰め寄った。

「それよりも、呪いが解けたとはいえお体に影響はあるでしょう。どうか私に診させて下さい。薬を作ります」

「そこまでお世話になるわけには……」

「いえ。元はと言えば、私の師がしでかしたこと。どうか……」

「わかりました。では、何卒よろしくお願いします」

「もうコソコソする必要はないな？」

　オリアスの問いに、ラーシュがニッと笑みを浮かべる。

「ええ。我が国の救世主として歓迎いたします。私どもが先導いたしますので、どうぞ大手を振ってご入城下さいませ」

















第七章　あなたとならば












　かくしてリゼットとオリアスは、王太子の命を救った救世主としてエスクレド王国に華々しく迎え入れられた。

　城内の一室に部屋を与えられ、毎日食べきれないほどの豪華な食事が、上質な茶菓子が、日替わりでも余るほどのドレスが、つけきれないほどの煌びやかな装飾品が運び込まれた。誰に咎められることなく、安心して日々を過ごせる居場所は彼女にとってありがたいものではあったが。

「目眩がしそうだわ」

　朝から数人がかりで髪を梳かれ、化粧をほどこされ、贅沢に布を使った重すぎるドレスを着せられたリゼットは、ため息をつきながらベッドに倒れ込んだ。

「ここまで飾らなくともリゼットは充分美しいというのに。まぁ飾っても当然美しいが」

　その脇に腰かけて、オリアスがリゼットの豊かな銀髪を一房掬って口づける。

　彼は彼で、黒髪をきっちりと撫でつけられ、どこの王族かと思うような豪奢な衣装を着せられていた。もともとの美貌と相まって、それが恐ろしいまでに似合っている。

「リゼットが大人しく従えと言うからそうしているが、堅苦しいことこの上ない。脱いでもかまわんか？」

「だ、だめ。とても似合っているわよ」

「そうか？」

「ええ。……私、殿下の容態を見てくる」

　覗き込んでくるオリアスから目を逸らすと、リゼットはベッドから起き上がり、薬箱を探った。

「……やっと目障りな奴が消えたと思えば。お前は他の男にばかり執心する」

「変な言い方しないで。すぐ戻るから」

　そっけなく言い残して、リゼットは部屋の扉を閉めた。そしてオリアスが追ってこないのを確認してほっと息を吐く。

　あれからリゼットはまともにオリアスの顔を見られないでいた。

　エルネストとオリアスの会話では、彼はまるで昔からリゼットのことを知っているような口振りだった。

（やっぱり、あの日オリアスが私の前に現れたのは偶然じゃなかった。では、その理由は？）

　ずっとそれが聞きたいのに聞けないでいる。

　うなだれながら王子の部屋へと向かい、その扉をノックする。

「リゼットです」

「ああ、待っていたよ」

　内側から扉が開き、リゼットはぎょっとした。迎え入れたのが傍仕えではなく、アルベール本人だったからである。

「殿下……!?　まだ起き上がったりしては」

「大丈夫。もうすっかり治ったよ」

「ですが……」

　確かに、アルバートの顔色も足取りも、健康そのものではあった。しかしいくら薬がよく効いたとはいえ、半年も呪いによって昏睡していたとは思えない。

（やっぱり、師匠の術は凄いわね）

　そう思わずにはいられないところがあり、リゼットは少し俯いた。アルベールが死んでしまっては交渉が成立しない。エルネストが自らの野望を遂行するために、体の損傷は避けたのだろう。

「浮かない顔だけど、どうかしたかい？」

「いえ。殿下の回復が早かったのは、もともとの体力や生命力が優れていたからです。まだまだ自分は力不足だと思って」

「ずいぶん謙遜するんだね」

「事実ですから。殿下の具合が良くなったのであれば、私はそろそろ発とうと思います」

「どうして？　何か失礼があったのだろうか」

　リゼットの急な話に、アルベールが眉を顰める。

「いえ、むしろあまりによくしていただけるので申し訳なくて……」

「何を言うんだ。君は僕の命の恩人――ひいては我が国の救世主だ。当然の待遇だろう」

「でも……」

「もし君さえかまわなければ」

　アルバートは尻込みするリゼットの手を取ると、今にも退室してしまいそうな彼女を逃がすまいとするかのように握りしめた。

「僕の妃になってほしい。もちろん答えはすぐでなくてかまわない」

「は……？」

　何を言われているのかわからず、リゼットはぽかんと目を丸くした。時間をかけてその言葉を呑み込んだ後、咄嗟に手を振り払ってしまった。しかし相手が王太子であることを思い出して慌てて頭を下げる。

「すみません、失礼を」

「いや、僕の方が不躾なことをした、すまない。よく知りもせず急にと思われるだろうが、看病してくれる君を見ていて、気がつけば君が来るのが楽しみになっていた。……薄っぺらいことしか言えないな。だが、本気だ」

「そんな。勿体ないお言葉です。でも……私は孤児ですし、サフォリアでは悪魔を呼び出した罪人です。とても殿下には釣り合いません。それに……」

「生まれや育ちなど気にしないし、君がそれで辛い思いをするようなことは絶対にさせない」

「いえ、でも……その。オリアスが何て言うか……」

「反対すると？」

　問われて、リゼットは返答に屈した。何と言うのか、正直なところリゼットにも想像できないのだが。

「もしそうなら、説得する」

「オ、オリアスを？」

「ああ。もし君が彼を気にして答えられないと言うならば、これからずっと君は彼に縛られて生きていくことになるじゃないか」

　確かにそうだと、リゼットは認めた。オリアスに振り回されたことは一度や二度ではない。

（だけど――それでも、私は）

　ぎゅっと手を握りしめ、リゼットは顔を上げてまっすぐにアルベールを見上げた。

「ありがとうございます、殿下。ですが申し訳ありません。私にはオリアスが必要なんです」

「……君は彼を愛しているんだな」

「はい」

　自分でも驚くぐらい、あっさりとリゼットはアルベールの言葉を肯定した。

「……彼は悪魔だ。人とは価値観も寿命も何もかも違う。いつかそれは君を傷つけるだろう」

「ええ、わかっています」

　ふわりと、リゼットは微笑んだ。それを眩しそうに見て、アルベールは伸ばしかけた手を握りしめ、穏やかな笑みを返した。

「そのときはいつでも歓迎するよ」

「ありがとうございます。でもたぶん、そのときは来ないと思います」

「……そうか。では行くがいい」

　リゼットは一礼して部屋を出ると、早足で歩き出した。いつしかその足取りは速まって、歩きづらいドレスの裾を抱え上げて走り出すと、オリアスの待つ部屋の扉を押し開けて叫んだ。

「全部話して！」

「……は？」

　退屈そうにベッドに寝転んでいたオリアスが、怪訝な顔でリゼットを見上げる。

「教えてほしいの、オリアス。あの日、私の前に現れた訳を」

　オリアスは体を起こすと、息を弾ませるリゼットの肩に手を置いた。

「落ち着け。急にどうした」

「あなたは昔から私を知っていて、私に声をかけたんでしょう？」

「いや、先に声をかけてきたのはお前だぞ。すっかり忘れているようだが」

「え……？」

　思わぬ言葉に、リゼットはオリアスを見上げると、その赤い瞳を瞬かせた。

「昔、戯れに人間界を眺めていると、俺の視線に気がついた人間がいた」

　おもむろにオリアスが口を開く。

「そいつは俺に、そっちに連れていってと懇願した。粗末な服を着て足を鎖に繋がれた、血のように紅い、美しい瞳をした子供だった」

「……それって……」

「その目と力に惹かれて俺は応えた。お前がいつか俺を喚ぶことができたならと」

　リゼットの瞼に触れながら、何か言いたげなリゼットにかまわずオリアスは淡々と話を続ける。

「だというのに、いつの間にかそいつは人間の男に絆されて、あろうことか力を封印されていた。俺は待った。俺にとって百年も千年も大した時の流れではないのに、貴女の前に降り立つまでの十五年は永遠かと思うほどに長かった」

「……それで？」

「話は終わりだが」

「ちょっと待って。何か企みがあったのではないの？」

　問われ、そうだな、とオリアスは再び口を開いた。

「さぞ美しく成長するだろうと思ったら、この上なく美しく成長した。約束通り連れていこうと思ったのだがな、向こうにはあまり目をつけられたくない手合いもいる。しかし人間が相手ならば万に一つも貴女を誰かに取られることはないと企み、ここにいる」

　得意げに胸を張るオリアスを見て、リゼットはぽかんと口を開けた。そして、深々とため息をつく。

「それ、本気で言ってるの？」

「最初から言っているだろう、惚れたからだと。悪魔の行動原理は人よりずっと単純だぞ」

「本当の本当に？」

「まったく、いったい何と言えば信じるのだ。いっそお前を籠絡するために嘘偽りの愛を騙っているとでも言えばいいのか？」

　投げやりなオリアスの台詞に、リゼットは口元に手を当ててふっと笑った。

　もうリゼットも気がついていた。そんなことはどちらでもかまわないことだと。しかしそれは口にせず、冗談めかして手を下ろすとうなずいた。

「そうね。その方がまだ信憑性があるわ」

「ふむ……人とはよくわからんな。だがリゼットがその方がいいと言うならば、気が済むまで偽りの愛を騙るとしよう。貴女の絶望する顔を見る日まで」

　リゼットの顎を掴んで、オリアスが不敵に笑ってみせる。

「……こんな感じでどうだ？」

　それはよけいよ、と呟いて、リゼットは苦笑しながらオリアスの手に触れた。

「ねえ。絶望する前に私が老いてしまったらどうするの？」

「何か問題が？　貴女なら老いても美しかろうよ」

「……ありがとう。オリアス」

「感謝なら、言葉より行動で――」

　いつもの不満を口にするオリアスの首に両腕を回し、リゼットは思い切り背伸びをすると、彼に口づけた。

　呆けたような顔をしてオリアスが固まっている間に、リゼットはドレスを脱ぎ捨てると、まだ呆然としているオリアスに向かって放り投げた。我に返ったオリアスがそれをどける頃には、リゼットはいつものローブに着替えて、ポーチを腰に付けていた。

「行きましょう」

「待ってくれ、もう一回」

「置いていくわよ」

　上着を脱ぎ捨てると、オリアスは彼女の後を追った。

「どこへ行くんだ？」

「さあ……まだ決めていないけど。あなたがいるならどこでもいい。だからオリアス……一緒に来てくれる？」

　ちらりと振り向いたリゼットの唇に自らのそれを重ねて、オリアスが答える。






「ああ。貴女とならば、喜んで」










[image: ]















了










著者紹介




羽鳥　紘（はどり・こう）


剣と魔法のファンタジー世界の住人。趣味は合気道とバイオリン。

代表作：『魔王失格！』『女神なのに命取られそうです。』








Copyright © 2020 Kou Hadori All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章　日常の終わり



		第二章　食い違う二人



		第三章　流れ流れて



		第四章　危険な逢瀬



		第五章　隣国からの依頼



		第六章　決着



		第七章　あなたとならば





















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





